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「藍住歴史かるた」刊行に思う
藍住町教育委員会 教育長 和 田 哲 雄

最近の日本の子供たちの問題点の一つとして、自分を大切

に思う気持ち、即ち「自尊感情」が諸外国の子供たちに比べ

て乏しい点が、よく指摘されます。

自尊感情がしっかり育った子は、他者に対しても優しく、

何事にも粘り強く取り組むことができます。即ち、自尊感情

は「生きる力」の根源となります。では、この自尊感情を育

成するにはどうしたらよいでしょうか。何か自分に自信が持

てる特技を身につければよいとの意見をよく聞きますが、人

との優劣を比較した相対的な自信を育成するだけでは限界が

あると思います。

真の意味での自尊感情を育成するには、自分・親・家族・

友達・地域社会・故郷といった子供たちの自我意識を形成し

ている構造、即ち自分自身を核とした同心円的な構造に目を

向け、自分を支えている周囲との円滑で相互信頼的な関係を

構築することが必要です。

端的にいえば、真の意味での自尊感情は、幼少期における

親の無条件の愛の確認作業から始まって、学童期における家

族や友達を大切にする思いの育成、地域社会の人々との心の

ふれあい、さらには故郷へ愛着を持ち、故郷を誇りに思う体

験学習といった「同心円的な周囲環境」との「双方向的な確

認作業」を通じて、時間をかけて育成されていくことが必要

であると思います。

このような中、「藍住歴史かるた」と「解説書」が刊行さ

れました。この両書は、子供たちが故郷をよく知り、従来以

上に藍住町を誇りに思うようになってもらうための「一つの

重要なツール」になるであろうことを確信しています。大勢

の方々の御協力により制作されたこの両書を活用し、故郷に

ついて大いに学びましょう。
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阿波武士の 活躍支えた 堺商人
あ わ ぶ し か つ や く さ さ さかいしょうにん

応仁の乱の影響により遣明船の発着港となった堺は、中
おう にん らん えいきょう けんみんせん

国との勘合貿易の利益などもあって経済都市として大いに発
かんご う ぼうえき り えき けいざい はっ

展した。三好氏は、この堺に海船政所と呼ばれる屋敷を構
てん かいせんまんどころ よ や しき かま

え、堺の豪商らと交渉を持った。堺商人の中には、わび茶
ご う しょう こ う しょう

を大成した千利休をはじめ、津田宗及や今井宗久など、茶道
せんのりきゅう つ だ そ う ぎ ゆ う いま い そ うきゅう さ ど う

史に名を連ねる茶人たちがいた。そうした茶人と度々茶会を
たびたび

催すなど、深く交流した三好一族は、津田宗達・宗及の茶
もよお そ う たつ

会記である『天王寺屋会記』の中にその名が多くあらわれる。
て ん の う じ や か い き

また、堺には多くの寺院が存在するが、三好氏が関連した寺
そんざい

院も多い。日蓮宗の顕本寺は三好氏の庇護が厚かったし、
にちれんしゆう けんぽん じ ひ ご あつ

臨済宗の南宗寺は長慶が父元長の菩提を弔うために大林宗
りん ざいしゅう なんしゅう じ ながよし も と なが ぼ だい とむら だいりん そ う

套を開山に迎え建立した。日蓮宗妙国寺は、三好義賢、つ
と う むか こんりゅう み よ う こ く じ よ し かた

いでその意志を継いだ油屋常言によって建立されたが、開山
い し つ あぶらやじようごん

は義賢が深く帰依した油屋一族の日珖であった。三好氏にと
き え にち こ う

って堺は軍事・政治・経済・文化の拠点であったのである。
せい じ き ょてん

三好氏が堺の拠点とした

海船政所跡（大阪府堺市）

〔写真提供は堺市文化財課〕

千利休画像

〔所蔵、写真提供は

堺市博物館〕
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〔用語の解説〕

◆応仁の乱：応仁元年(1467)～文明9年(1477)に足利将軍家及び管
ぶんめい しょうぐん け かん

領の畠 山・斯波両家の家督相続問題をきっかけとして、東軍細
れい はたけやま し ば か と く

川勝元、西軍山名宗全が総大将となり、京都を中心に11年間も
かつもと やまなそうぜん そうだいしよう

続いた大乱。
たいらん

◆遣明船：室町幕府が遣明使を乗せて明国へ派遣した貿易船。
むろまちばく ふ は けん ぼうえきせん

◆堺の茶人：堺が交流の拠点になるにつれて、多くの人や茶など

の文化も堺に流入した。堺の豪商(会合衆)たちは、話し合いや
えごうしゆう

接待の場として茶会を度々開いた。その中で、武野紹鴎(三好義
たけのじようおう

賢の師)や千利休など著名な茶人も多く 出 現した。
しゅつげん

◆顕本寺：法華宗本門流の寺院。細川晴元軍に攻められ、三好元
ほっ け しゅう はるもと

長が自害した地でもある。

◆南宗寺：臨済宗大徳寺派の寺院で、三好氏の菩提寺。
だいと く じ は ぼ だい じ

◆妙国寺：日蓮宗の本山。境内に三好氏ゆかりの大蘇鉄がある。
けいだい

◆三好義賢：阿波勝 瑞 城の主。天文22年(1553)、主君の細川持隆
しようずいじよう もちたか

を自害に追い込み、実質阿波の実権を握るようになる。
お こ じっしつ じっけん にぎ

（学習のポイント）
１ 堺は古くから多くの人が行き交い、重要な位置づけがなされ

ていた。それをあらわすのが百舌鳥古墳群であるが、ここにあ
る日本最大の前方後円墳について調べてみよう。

２ 堺は自治都市として発展したが、その基盤を支えた堺商人に
ついて調べてみよう。

３ 勝瑞にも堺商人が訪れ、茶会が催されたが、勝瑞を訪れた堺
商人について調べてみよう。

４ 妙国寺にある蘇鉄について調べてみよう。

５ 南宗寺の庭園について調べてみよう。
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井隈は わがふるさとの 名のはじめ
い の く ま な

藍住町の奥野、笠木、住吉、徳命、勝瑞は『板野郡村誌』
いた の ぐんそん し

（明治14年編）によると「古時井隈郷ニ属す」とされる。井隈郷
いのく ま ご う

は平安時代の辞書である『和名類聚抄』に名がみえる荘園
わみょうるいじゅしょう しょうえん

で、同書高山寺本には「為乃久末」と見え、同書名博本では

「イノクマ」と読みを付している。室町時代には、大永7年
むろ まち たいえい

(1527)の「三好元長寄進状」(見性寺文書)に「…井隈之内
き しんじょう

勝瑞…」という文字が見え、勝瑞が井隈荘の一部であった
いのくまのしょう

ことが分かっている。井隈荘は、 源 頼朝が摂津住吉大社に
みなもとのよりと も せっ つ

寄進した社領であったと考えられている荘園である。勝瑞で
しゃりょう

の発掘調査では、室町時代の生活面からさらに1ｍ程地下に
はっくつちょう さ ほど

平安時代中頃の土器などを出土する層が確認されており、井
なかごろ そ う かくにん

隈郷の存在を裏付けている。また、井隈郷との関連はよく分
そんざい う ら づ

かっていないが、藍住町役場の周辺には猪熊の地名が残って
いのく ま

いる。ここから北へ約１㎞の地点である矢上の正法寺付近で

は奈良時代の土器が出土しており、興味深い。
な ら きょう み ぶか

勝瑞で出土した平安時代の土器 「三好元長寄進状」（見性寺文書）
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〔用語の解説〕

◆和名類聚抄：日本最初の分類体の漢和辞書。古代律令制におけ
りつりょうせい

る行政区画である国・郡・郷の名称を網羅しており、この点で
ぎょうせい めいしょう も う ら

も基本史料となっている。
き ほん

◆三好元長：阿波出身の戦国武将で、三好長慶や義賢の父。阿波
ながよし よしかた

守護細川氏の家臣で、強力な軍事力で細川氏を支えた。足利義維
よしつな

を擁して畿内に進み、堺幕府樹立に貢献し、その中心的な人物
よう じゅりつ こうけん

となる。

◆三好元長寄進状：三好元長が見性寺に対して井隈荘のうちの勝

瑞などの土地を段銭、課役を免除して寄付することを記した書
たんせん か えき めんじょ き ふ

状。井隈荘に関する唯一の同時代史料で、この史料によって勝

瑞が井隈荘に属していたことが分かる。

◆井隈荘：現在の藍住町勝瑞を中心とした藍住町東部から鳴門市

大麻町にかけての地域に比定される中世の荘園。「和名類聚抄」

記載の板野郡井隈郷の系譜を引く荘園と考えられている。
け い ふ

（学習のポイント）
１ 阿波国、また板野郡はいくつの郷に分かれていたのだろうか。

２ 奈良時代の井隈郷の農業に関する記録を調べてみよう。

３ 律令制度の公民に対して課せられていた租税について、その
特色を話し合ってみよう。

４ 平安時代の遺物として、藍住町指定文化財「観音庵の星兜」
があるが、このことについて調べてみよう。

５ 藍住町にあった荘園について調べてみよう。
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うずもれた 文化を語る 館跡
ぶ ん か か た やかたあ と

室町時代、阿波の政治・経済・文化の中心地として栄えて
むろまち せい じ けいざい

いた勝瑞であるが、天正10年(1582)、土佐の長宗我部氏の
てんしよう と さ ち よ う そ が べ

侵攻によりその機能が失われた。また、天正13年には四国征伐
しん こ う き の う せいばつ

に功績のあった蜂須賀家政が阿波を拝領し、城地を徳島に定
こ う せき は ち す か い え ま さ はいりょう しろ ち と く しま

めて城下町建設を開始すると、勝瑞にあった寺院などは徳島
じようかまちけんせつ

城下に移転された。そのため、勝瑞は農村へと変貌すること
じ よ うか い てん へんぼう

となった。しかし、当時を物語る遺跡は脈々と地下に息づい
い せき

ており、平成6年度に始まった発掘調査によってその当時の
はっくつちょう さ

生活文化を物語る遺構や遺物が次々と掘り出されている。な
い こ う い ぶつ ほ だ

かでも、三好氏の本拠地跡と推定される勝瑞城館跡での発掘
ほ ん き よ ち すいてい しようずいじようかんあと

調査では、庭園やそれに付随した建物跡、茶の湯や香の道具
ふ ずい こ う

など、当時の文化的な生活の痕跡が見つかっており、平成13
こんせき

年1月29日に国史跡に指定された。勝瑞城館跡は、発掘調査
し せき

成果を基にした史跡公園として現在整備が進められている。
も と げんざいせい び

勝瑞館跡発掘調査のようす 発掘調査で検出した園池
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〔用語の解説〕

◆長宗我部氏：土佐の豪族で、戦国時代に戦国大名となった。元
ごう ぞく

親の代に全盛を迎え、天正12年(1584)、四国統一を果たした。
ぜんせい むか と ういつ

◆拝領：拝領とは、主君や貴人から物などをもらうこと。阿波方
き じん

言で、人から何かをもらったことを「はいりょ」したと言った

り、何かを頼むとき「○○してはいりょ」などと言うのは拝領
たの

が転じた言葉である。

◆勝瑞の変貌：天正10年(1582)、勝瑞城は長宗我部元親によって

落城するが、勝瑞に兵力を留めていない。その3年後、阿波入部
らくじょう とど

を果たした蜂須賀家政は、居城を徳島に構築すると、勝瑞城下
きょじょう こ う ちく

の商人や寺院の多くは徳島城下へ移した
うつ

◆茶の湯：茶の湯が武将の間で好まれるのは戦国時代のこと。特
ぶ しょう

に阿波三好氏が畿内進出の本拠としていた 堺 では、三好義賢が
き ない ほんきょ さかい よしかた

茶の湯を武野紹鴎に学び、数寄者として知られる。その一族や
たけ の じょうおう す き もの

有力な被官たちも茶の湯に親しみ、義賢は千利休や今井宗久ら
ひ かん せんのりきゅう いまいそうきゆう

茶人と茶会をともにしていることが当時の茶会記から読み取れ

る。また、義賢は勝瑞でも茶の湯を楽しみ、津田宗達らは、わ

ざわざ義賢の勝瑞茶会に参している。勝瑞館跡の発掘調査では、

それらを裏付ける遺物が多く出土している。
う ら づ

（学習のポイント）
１ なぜ、蜂須賀氏は勝瑞の都市機能を継承せずに徳島へ城地を

移し、新たな城下町建設を行ったのだろうか。

２ 勝瑞から徳島城下へ移転された寺院はどのくらいあるのだろ
うか。

３ 発掘調査で出土したものにはどのようなものがあるのだろう
か。

４ 遺跡・遺構・遺物という言葉の意味を考えてみよう。

５ なぜ、遺跡は地下に埋もれてしまうのだろうか。
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延々と 水をたたえる 吉野川
え ん え ん みず よ し の がわ

吉野川は高知県吾川郡の瓶ヶ森を源流として四国4県に流
あ がわぐん かめ が も り げんりゅう りゅう

域をもつ。幹川流路延長194㎞、流域面積3,750㎢で四国全
いき かんせんりゅう ろ えんちょう

体の20％にあたる広さを占めている。古代から暴れ川として
し あば

数多くの被害をもたらすと同時に、多大な恩恵を人々に与え
ひ がい おんけい あた

た。関東地方の利根川を板東太郎、北九州の筑後川を筑紫次
と ね が わ ば ん ど う た ろ う ち く ご がわ つく し じ

郎、吉野川は四国三郎として親しまれている。洪水の最古の
ろ う し こ く さ ぶ ろ う こ うずい

記録は、仁和2年(886)で、元禄14年(1701)からの250年間に
にん な げんろ く

は約60回の洪水の記録がある。治水対策として築堤・ 筍 奉
たい さ く ち くてい たけのこ ぶ

行が設置された。また、今でも高い石垣があちこちで散見
ぎょう せっ ち いし がき

できる。まさに吉野川は有名な暴れ川ではあったが、洪水の

もたらす肥沃な土は、自然客土として良質の藍栽培に適し、
ひ よ く りょうしつ あいさいばい てき

全国の藍市場を独占する勢いをもたらせている。こうして
ど くせん いきお

流域の特産品藍玉は、徳島藩の経済を大きく支えていた。現代
と く しまはん けいざい さ さ げんだい

においても吉野川は水運活動・上水道として、農業用水や工

業用水として私たちに多くの恩恵をもたらしている。

吉野川の雄大な流れ 名田の渡し跡
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〔用語の解説〕

◆利根川：群馬県最北部のみなかみ町に端を発し、関東平野を北
たん

西から南東へと流れる河川。流域面積は日本第1位を誇る。
か せん ほこ

◆筑後川：阿蘇山を水源として九州地方北部の筑紫平野を東から
あ そ ざ ん すいげん

西に貫流し、有明海に注ぐ九州最大の川。
かんりゅう

◆洪水記録：阿波には吉野川や那賀川など大小の河川が多く、よ
あ わ な か が わ

く洪水による流域住民の被害を出した。それらの記録として注
だ

目されるのが「阿淡年表秘録」(徳島県史料第1巻)である。
あたんねんぴようひろく

◆筍奉行：吉野川に連続堤がなかった時には、川の決壊を防ぐた
れんぞくてい けっかい ふせ

めの対策として、河川敷にに水防竹林の植生があった。ところ
かせんじき すいぼう

が、竹林では多くの筍が育つと、それを取りに来る不心得者が

いた。それを黙認しておくと竹が育たないため、「筍奉行」を設
もくにん

置して竹林を管理させていた。

◆客土：吉野川は、毎年の洪水で流域の藍作農村に多くの被害を

与えたが、そのとき上流から肥沃な土が客土となって藍畑を覆
おお

う。そのことが良質の葉藍が育つには都合が良かった。もとも

と一年草の藍は、同じ畑で栽培すると品質も収穫量も落ちるが、
ひんしつ しゅうかくりょう

客土の堆積で畑の土壌が更新された。
たいせき ど じょう こ うしん

（学習のポイント）
１ 吉野川が香川県や愛媛県に分水されている事情について調べ

てみよう。

２ 吉野川の氾濫によって毎年のように犠牲者を出したが、その
供養のために立つ地蔵尊について調べてみよう。

３ 吉野川の水はどのように利用されているか、調べて地図に記
入してみよう。

４ 吉野川では、昔はどのような楽しみがあったであろうか、古
老に尋ねてみよう。

５ 吉野川の利用について、これからどんなことが考えられるか、
みんなで話し合ってみよう。
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お遍路を 安心させた 道しるべ
へ ん ろ あ ん し ん み ち

藍住町内には8か所に四国遍路の

道標が存在している。なぜ遍路道
みちしるべ そんざい へん ろ みち

から大きく外れた町内に道標が建

てられているのだろうかと不思議

に思うが、これらの道標を調べて

みると、左霊山寺(1番) 右井戸寺
りょうぜん じ い ど じ

(17番)と刻まれたものが多い。そ
きざ

れは、上方から徳島に来た遍路の
かみ がた と く しま

多くが国府町の数ヶ寺から井戸寺

を経て、小塚の渡しを渡って霊山寺
へ わた

に至るコースをとっていた。また讃
いた さ

岐から北方10か所を経て井戸寺をめ
ぬき

ざす逆コースをとる遍路も多かっ
ぎゃく

たからなのである。そのため、町内

には立派な遍路道があり、多くの遍
り っ ぱ

路の往来で春秋は賑わっていた。道
おう らい にぎ

標が各所に見受けられるのも当然

で、もう少し調査すると新たに道
ちょう さ

標を発見できるかもしれない。こうして、遍路たちが町内を

通らなくなるのは徳島から霊山寺に鉄道が利用できるように
と く

なった直後からである。しかし、歩き遍路が増えた最近では、
ふ

時折町内で遍路を見かけることがある。

成
長
の
地
蔵
は
遍
路
の
み
ち
し
る
べ

み
ち
し
る
べ
春
日
神
社
の
参
り
道
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〔用語の解説〕

◆四国遍路：平安時代の末期には四国辺地と言い、僧侶や貴族な
へ じ そう り ょ き ぞく

どのきびしい修行道場とされていた。澄禅の「遍路日記」によ
しゅぎょう ちょうぜん

ると江戸時代の初期には、ほぼ現状に近い四国霊場が整備され
え ど げんじょう れいじょう せい び

ていたらしい。しかし、その大衆化は元禄期の真念の努力をま
たいしゅう か げんろく

たなければならなかった。

◆道標：遍路道の道標は、真念が元禄頃から建て始め、その後に

四国遍路の盛行とともに、多くの道標が建てられた。
せいこ う

◆霊山寺：鳴門市大麻町板東にある1番札所で、釈迦如来を本尊
おおあさちょう しゃ か にょらい ほんぞん

仏とする真言宗寺院。撫養に上陸する上方からの遍路は、この
ぶつ しんごんしゅう む や

寺を札始めとして旅を続けた。その門前町には遍路宿・支度屋
し たく

・仏具屋などが集中してたいへん賑わっていた。
ぶつ ぐ や にぎ

◆井戸寺：徳島市国府町井戸にある17番札所。現在の寺門は10代
げんざい

藩主蜂須賀重喜の別邸、大谷屋敷の門を移築したという伝承が
は ち す か し げ よ し べってい い ちく でんしょう

ある。また、この地に来た空海が水不足で困っている村人のた
こま

め錫 杖で一夜にして井戸を掘ったのが地名・寺名の由来とする
しゃくじょう ほ

伝説がある。

◆小塚の渡し：徳島城下から遍路を始めた多くの人は、17番札所
じょう か

の井戸寺を札始めに付近の札所を 巡 拝した後、1番の霊山寺に
じゅんぱい

向かうというコースで巡拝していた。この二つの寺の間には吉野
よし の

川が流れていたので、小塚の渡しが利用されていた。

（学習のポイント）
１ 最初に遍路道標を建てたとされる真念について調べてみよう。

２ 道標をたくさん建てたグループや個人について調べてみよう。

３ 町内には地蔵尊像などを利用した道標があるが、どこにある
かを調べてみよう。

４ 今も残っている道標とあわせて、今は無くなっているが、道
標が建てられていた場所を調べ、その分布図をつくろう。

５ 道標にはどんな文字が刻まれているか書き写してみよう。
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春日部の 屯倉を知るか 巨大ぐす
か す か べ み や け き ょ だ い

藍住町矢上字春日にある春日神社には、樹齢1200～1400年
じゅれい

と推定される県内で最も古いクスノキの巨樹がある。このク
すいてい き ょ じゅ

スが幹周りは11.5ｍ、高さ約15ｍを測る。文化8年(1811)出版
みきまわ はか しゅっぱん

の『阿波名所図会』には「矢上の大樟」として紹介されて
あ わ め い し よ ず え おおくす しょうかい

おり、阿波を代表する名木として県下一円に知れ渡っていた。
し わた

クスのある春日神社は、建仁3年(1203)に奈良春日大社へ寄進
けんにん な ら き しん

して成立した荘園・矢上荘の鎮守として設けられたといわ
しょうえん ちん じゅ も う

れる。矢上荘は、矢上と北方の乙瀬、鳴門市大麻町 檜一帯
おおあさちょうひのき

と考えられている。ここは、もとは別納知行の矢上保で、藤
べつのう や か み の ほ ふじ

原隆房が阿波国の知行国主であるとき、藤原季保にあてが
わらのたかふさ ふじわらのすえやす

われた荘園である。その後、季保は奈良春日社に寄進して立

荘することを申請、許可され春日大社領矢上荘が成立した。
しんせい き ょ か

推定される樹齢によると、春日神社の成立よりもさらにこの

クスノキの方が古いということになる。「矢上の大クス」は、

この辺りの歴史を良く知る木なのである。

県
指
定
天
然
記
念
物

「
矢
上
の
大
ク
ス
」

矢上の春日神社
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〔用語の解説〕

◆荘園：奈良時代の743年に墾田永年私財法によって私有地を広げ
こんでんえいねん し ざいほう し ゆう ち

ようと権門勢家や豪族は、口分田から逃亡した公民たちの労働
けんもんせい け ごうぞく くぶんでん と う ぼう

力を利用して盛んに私有地の拡大に努めるようになった。それ
さか かくだい

が荘園発生の背景で、そのため律令制に基づく公地公民制は急
はいけい りつりようせい もと こ うちこ うみんせい

速に衰 えていった。
おとろ

◆知行国：貴族や寺社、武家が国務の執行権(知行権)を獲得した
き ぞく ぶ け こく む しっ こ うけん かく と く

国を知行国、知行権を獲得した貴族や寺社、武家を知行国主と

いう。知行国主は知行国の国司推薦権や官物収得権を保有した。
すいせんけん しゅうと く ほ ゆう

◆寄進：地方豪族などは、自分で開発した墾田の立券のため有力
ごう ぞく こんでん

な公家や大寺社に墾田を寄進した。立券荘号の手続きが終わる
く げ りっけんしょうごう

と、その荘園領主を領家とし、寄進した豪族はその荘官として
しょうえんりょうしゅ りょう け しょうかん

実質的な経営に当たった。また、下級の公家や寺社は荘園をよ
じっしつてき けいえい

り有力な公家・大寺社に再寄進した。これを寄進地系荘園とい
さい き しん き しん ち けいしょうえん

う。

◆立券荘号：権門勢家の私有地は、太政官か民部省に申請して、
けんもんせい か し ゆう ち だじ ょ うかん みんぶしょう しんせい

その範囲が決定すると荘園として成立し、不輸・不入の特権が認
はん い とっけん みと

められて官省符荘となったが、その手続きのことを立券荘号と
かんしょうふのしょう

いった。こうした立券の手続きは地方豪族などには認められて

いなかった。

（学習のポイント）
１ 「矢上の大クス」の大きさを測ってみよう。

２ クスノキは藍住町の木であるが、町内には「矢上の大クス」
の他に大きなクスノキはどこにあるだろうか。

３ 『日本書紀』に記載される「春日部の屯倉」について調べて
みよう。

４ 当時、郡・郷・保・庄といった行政単位があったが、それら
の違いは何だったのだろうか。

５ 今の行政区分に残る荘園を探してみよう。
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北方は 起き上がり小法師の 阿波女
き た か た お あ こ ぼ し あ わ おんな

「阿波の北方起き上がり小法師寝たと思たら早や起きた」
ね

これは藍こなし唄の一節であるが、寝る間もないほど働きづ
あい うた

くめた阿波女たちのはげしい季節の情景を歌ったものであ
じょうけい

る。藍こなし・蒅の寝せ込みが行われた頃、藍作農家では
すくも こ ころ

過酷な労働にも耐えられるようにと食事は一日6回とった。
か こ く た

その準備だけでも大変であるが、そのうえ藍こなしの作業
じゅん び

にも従事、さらに作業場の掃除や整頓、洗濯から片付けまで
じゅう じ そ う じ せいとん せんた く かた づ

すべて女性に課せられていたので、ほんとうに寝る時間は限
じ ょせい かぎ

られていたのである。そのため北方の女性はよく働くと評判
ひょうばん

で、「嫁をもらうなら北方の女性(阿波女)」といわれるほど
よめ

信頼が寄せられていた。それに対して男性は藍の作業に従事
しんらい よ だんせい

するのは讃岐からの出稼ぎ者が多かった。出稼ぎ者は働かざ
さ ぬき で かせ

るを得ない状況に置かれていたためよく働いた。そこで讃
じょうきょう

岐男はよく働くと評判され、讃岐男と阿波女がきびしい藍の

労働を通じて結ばれるケースが多かったといわれている。

下女中部屋

〔ヒロシキ・天井裏の小部屋〕

藍作農家の労働は過酷なものだ

ったらしい

〔紙人形の作者は河野操氏〕
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〔用語の解説〕

◆阿波の北方：徳島城下町を 境 として、吉野川流域の藍作地帯を
とくしまじようかまち さかい よしのがわりゆういき

阿波北方、南の米作を主とする平野部を阿波南方と呼んだ。北

方でも岩津から上流の地域を上 郡 、下流域を下 郡 といって、
いわ づ ち いき かみごおり かりゆういき しもごおり

いずれも経済活動や文化の展開に特色があった。
けいざい てんかい

◆藍こなし：刈り取った藍を細かく刻み、庭にまき広げて天日に
か と きざ

あて、唐竿で叩き、竹ぼうきではきかえし、乾燥させ、葉と茎
からさお たた かんそう くき

の部分に分別する。この作業は、炎天下の重労働であった。
え ん て ん か

また、藍こなしは大がかりな作業であり、人数も要したた

め、その頃になると県南や讃岐方面からヒヨウサン(日雇
ころ さ ぬき

さん)と呼ばれる出稼ぎ者を雇い入れていた。
で かせ やとい

◆寝せ込み：藍こなしを終えると、秋小口から寝床に葉藍を山積
ね どこ

みし、打ち水をしてムシロを掛けて発酵させる。その山を切り
か はっこ う

返しという作業で何度も移動させ、さらに水分の少ない所に打
い どう

ち水をして、葉藍をまんべんなく発酵させる。この作業を繰り
く

返すうち、年末にもなると発酵温度は摂氏70度程から平温に下
せっ し ほど

がり、蒅が出来るのである。

（学習のポイント）
１ 藍の加工で忙しい季節、女性たちの労働がなぜ長時間に及ん

だか、またどんな仕事をこなしたかについて調べてみよう。

２ 藍屋敷にある「ヒロシキ」とは何かについて調べてみよう。

３ 多忙な季節の6度の食事には、どんなものをそれぞれ作って
いたのだろうか。

４ 出稼ぎの女性たちは、どんな所から働きに来ていたのだろう
か、古老から聞き取ってみよう。

５ 「阿波女」が高く評価されていた理由をまとめてみよう。
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くっきりと 昔を記す 棟付帳
むかし し る むね つ けちょう

棟付帳は正しくは「○○郡○○村棟付人数御改帳」と書
むねつけにんすうおんあらためちょう

かれている。蜂須賀家政が阿波入部を果たすと、早くも天正期
は ち す か い え ま さ てんしよ うき

から棟付改めを実施した。その記録である棟付帳は県内各地
じっ し

に一部分を残しているが、藩内全村で統一的に実施されたの
はんない と ういつてき

は明暦・万治期以後のことである。幕藩制の下で農民に賦課
めいれき まん じ ばくはんせい ふ か

された租税の大半は年貢であったが、それとともに戦陣の物
そ ぜい ねん ぐ せんじん ぶっ

資運搬や藩が行う土木工事(勧農普請)などに動員される夫役
し うんぱん かんのう ぶ しん ぶ やく

も負担した。棟付改めは、それらの負担のできる人数を常に
ふ たん つね

掌握しておく必要のために実施されたので、その調査の対
しょうあ く ちょう さ

象となるのは男子だけで、半世紀ごとに実施した。こうして

棟付改めは寛文・延宝・正徳・享保・明和・安永・文化・
かんぶん えん ぽう しょう と く きょうほ う め い わ あんえい ぶ ん か

文政とつづく。この棟付帳を調べると村の社会構成や人の移
ぶんせい こ うせい い

動、生活の様子など重要な変動を知ることができる。なお文
ど う

化・文政期から女性も登録された戸籍簿としての性格を帯び
じ ょせい こ せき ぼ せいかく

てくることが注目される。

古文書で昔の暮らし偲ばれる 奥村家今に残れる文書類
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〔用語の解説〕

◆棟付帳：徳島藩では農民に夫役を賦課する必要から、すでに天
と く しま

正の頃から各村の男子を登録しておき、夫役動員できる台帳を
ころ

作成していた。特に明暦期以降には、ほぼ50年に一度の割合で
めいれきき い こ う わりあい

棟付改めを実施し、その結果を記録する棟付帳を用意していた。

◆年貢：蜂須賀氏は、天正17年(1589)から慶長期にかけて太閤検地
けいちょう たいこ うけん ち

を実施し、兵農分離と併せて一地一作人の原則に基づき、一筆
へいのうぶんり あわ げんそく もと

ごとの田畑の等級と反高を計算し、年貢を負担する 百 姓(名請
ひゃくしょう な うけ

人)を決めて検地帳に登録し、年貢収納の台帳とした。
にん けん ち ちょう しゅうのう

◆勧農普請：領主によって行う新田開発、用水路や農道の工事、
りょうしゅ

川ざらえなどの作業を勧農普請と呼び、その労働力は百姓の夫

役を動員して行われた。

◆夫役：年貢とともに百姓(男子)に課せられた労働地代が夫役で、

藩政初期に戦場に動員され、輸送や土木工事に従事(陣夫役)し、
はんせい ゆ そう じゆうじ じん

また新田開発や用水路、道路工事や川ざらえに従事したが、元
げん

和偃武以後は代銀納制(一人銀2歩)に改められた。
な えん ぶ だいぎんのうせい

（学習のポイント）
１ 徳島県立文書館などで、現物の棟付改帳に目を通してみよう。

２ 夫役とは何かについて辞典などで調べてみよう。

３ 棟付帳の中には、百姓の家族に壱家と小家の記載がある。壱
家と小家の違いは何かについて考えてみよう。

４ 棟付帳をよく見ると、様々な肩書きが記されている。そこか
ら、村の中にはどんな階層の人たちが住んでいたか、よく考え
てみよう。

５ 村外から転入した人たちは、それぞれどのような理由で移っ
てきたかについて考えてみよう。
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慶応の 寅の大水 疵のあと
けい お う と ら き ず

慶応2年(1866)に阿波各地に大被
けいおう あ わ だい ひ

害をもたらした大洪水を「寅の大水」といって、吉野川流域で
がい だいこ うずい よし の がわりゅういき

は多数の溺死者が出た。板東谷川が旧吉野川に合流する乙瀬の
で き し し や ばんど うだにがわ きゆうよしのがわ

東端の現堤防の上に、どう見ても泣き出しそうな大きい地蔵
ひがしはし げんていぼう じ ぞう

さんが建てられている。その台石には大氾濫による溺死者を弔
とむら

うために付近の住人から浄財を集めて建てたものであることが
じょうざい

刻み込まれている。日頃は水量の乏しい板東谷川であるが、大
きざ こ ひ ごろ とぼ

雨により巨大な土砂が旧吉野川に押し流された。そのため、と
き ょだい ど しゃ お なが

くにその右岸一帯は予測できないほどの被害に見舞われたので
よ そく ひ がい み ま

あった。そのほかにも町内の至る所に地蔵尊像が建てられてい
いた ところ

るが、その由来を近くに住む古老に尋ねてみると、その大半は
たず

洪水による犠牲者を供養するために建てられたことが語られ
こ う ずい ぎ せいしゃ く よ う

る。今では「なぜこんな所に洪水が」と不思議に思う場所にも

そんな地蔵さんが立ち、今も香火が絶えないものが多く、吉野
こ う か

川の怖さの一面を良く伝えてくれている。
こわ

溺
死
者
を
弔
う
乙
瀬
の
高
地
蔵

板東谷川と旧吉野川の合流地点
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〔用語の解説〕

◆寅の大水：慶応2年(1866)の吉野川の大洪水は、流域の村々に多

大な被害を与え、多くの人名を奪い、家屋や家畜が流出した。
あた うば か ちく

旧吉野川沿いの乙瀬でも溺死者を出したが、村人たちはその供
ぞ とも

養と以後の安全を祈念して堤防上に地蔵尊を祀っている。
き ねん ていぼう じ ぞうそん まつ

◆地蔵尊：地蔵菩薩のこと。一般にお地蔵さんと親しまれている。
ぼ さつ いっぱん

古くは末法思想の流行で 仏 の加護から見放された衆生を救うた
まっぽう し そう ほとけ か ご しゅじょう

め、地蔵信仰が鎌倉時代以後に大流行するようになった。町内
しん こ う かま くら

各地にある地蔵尊は、乙瀬村と同じように洪水の常 襲地に造立
じょうしゅう

されたものが多い。また、最近の新しい地蔵尊は交通事故多発
じ こ

地が多く、時代の変化を感じる。

（学習のポイント）
１ 吉野川流域の農村は、なぜ毎年のように水害に苦しめられて

いたのだろうか。

２ あなたの住むところの近くに立つ地蔵さんについて調べ、そ
の結果をまとめてみよう。

３ 地蔵尊とは人々にどんな願いを叶えてくれる仏さんであると
信じられてきたのだろうか。

４ 町内の洪水がよく発生した箇所について調べ、今はどうなっ
ているかに関して古老から話を聞いてみよう。

５ 洪水の常襲地は良い藍が育ったといわれる理由について調べ
てみよう。
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国府への 道をいそいだ 国司たち
こ く ふ み ち こ く し

阿波の国府は徳島市国府町府中にあった。徳島市教育委員
あ わ こ う

会などによってその発掘調査が実施されており、様々な成
はつくつちよう さ じつ し

果が得られている。国府の中心である国衙には、国司が政務
こ く が せい む

を執る国庁などの重要施設があった。国司とは、古代から
と こ く ちよう し せつ

中世の日本で、地方行政単位である国の行政官として中央
ぎようせい ぎようせいかん

から派遣された官吏である。都から阿波へ入る道としては南
は けん かん り

海道があった。紀伊国加太から淡路国の由良駅(洲本市)に渡
き い の く に か だ あわ じ ゆ ら す も と し わた

り大野駅・養宜の国府・福良駅を経て鳴門牟夜(撫養)に入
や ぎ ふく ら へ む や む や

る。これが阿波へ入る官道として整備されていったのである。
せい び

古代南海道の阿波国の駅としては「延喜式」に「石隈」・「郡
えん ぎ しき いわく ま こお

頭」の二つがあげられている。牟夜の津から石隈駅と郡頭駅
ず つ

を経て阿讃山脈を越えて讃岐国府へ向かうのが南海道の本線
あ さん こ さ ぬき

である。阿波国府へは郡頭駅からほぼ真南に向けて吉野川下
よし の がわ か

流域の低湿地を横切って連絡道が延びていたことが推定さ
りゆういき て い し つ ち れん ら く ど う の すいてい

れている。

郡頭駅があったとされる

板野町大寺字郡頭にかかる橋

国府の近辺に建てられた

阿波国分寺
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〔用語の解説〕

◆国府：国の中心地に国衙などの重要施設を集めた都市域。
と し いき

◆国衙：国府の中心となる役所群。
ぐん

◆国庁：国司が儀式や政治を行う施設。
ぎ しき せい じ

◆国司：国の行政官として中央から派遣された役人。

◆南海道：紀伊半島、淡路島、四国などが所属する古代の行政区
あわ じ しま しよぞく ぎようせい く

分で、この地域と国府と都を結ぶ官道も南海道といった。現在
ち いき げんざい

でもその多くが小さな生活道路の一つとして埋もれている。
う

◆延喜式：平安時代中期に編纂された律令の施行細則。平安初期
へんさん りつりよう し こ う さいそく

の禁中の年中儀式や制度を漢文で記す。
きんちゆう せい ど

◆石隈駅：南海道の四国の上陸駅。所在地については明らかでは
しよざい ち

なく、鳴門市木津や鳴門市大麻町大谷字石園に比定する説、石
き づ おおあさちよう ひ てい

隈を井隈の 誤 りとし、藍住町周辺に比定する説がある。
いのくま あやま

◆郡頭駅：板野町大寺字郡頭付近に比定されている。石隈駅から

吉野川沿いに西に延びる南海道は、ここで讃岐への道と阿波国
ぞ

府への道に分岐する。
ぶん き

（学習のポイント）
１ 律令制について調べてみよう。

２ 阿波国に設置された二つの駅家、「石隈駅」と「郡頭駅」につ
いて調べてみよう。

３ 南海道はどこを通っていたのだろうか。地形図などから考え
てみよう。

４ 国府町の観音寺遺跡からは多くの木簡が出土しているが、ど
のようなものがあるか調べてみよう。

５ 律令時代に藍住町にはどのような荘園があったのだろうか、
調べてみよう。
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咲き競う 町は明るい バラの園
さ き そ ま ち あか その

矢上の正法寺川左岸の藍翠園前にバラ園が開園したのは昭
らんすいえん

和54年(1979)のことである。毎年5月と10月の二回バラまつり

を開催し、今ではすっかり定着している。1,650㎡の園内には
かいさい

大輪、中輪、つるバラ、ミニバラなど多種多様のバラ270種、

約1,000株が咲き誇り、あたり一面に芳潤な香りを漂わせて
かぶ さ ほこ ほうじゅん かお ただよ

いる。今では町外にもバラまつりが知れ渡り、春秋のまつり
し わた

には多くの観光客も訪れて賑わっている。バラは、世界中
おとず にぎ

の人々に「花の女王」として愛されており、文芸や演劇など
えんげき

にもバラにちなむ作品も少なくない。バラ文化といって良い

であろう。日本はバラの自生地として世界的に有名で、日本

人にゆかりのある植物である。古くは「うまら」「うばら」

と呼ばれ、万葉集にもその名が見られ、茨城県の県名の由
よ いばら き けん

来ともなっている。バラは品種改良が盛んに行われており、
さか

今ではその種類は二万品種を超えるともいわれる。かつては
こ

高嶺の花であったバラも今では一般に普及している。
たか ね はな いっぱん ふ きゅう

町民の憩うバラ園県下一 バラの花咲いて五月の空を染め
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〔参 考〕

◆バラ園のイベント：毎年5月と10月のバラまつりでは、バラ苗の
なえ

販売や俳句大会、写生大会などの多彩なイベントが行われてい
はんばい は い く た さ い

る。

◆植栽されている特別なバラ：皇后様のお好きな「ブルームーン」
しよくさい こうごう

やイギリスから皇后様に贈られた「プリンセス・ミチコ」など
おく

の特別なバラも植栽されている。

◆バラにちなむ文芸作品：バラにちなむ作品としては、歌劇「ベ
か げ き

ルサイユのバラ」や小説「星の王子様」などが有名でその他に

も多くの文芸作品に取り上げられている。

◆バラの手入れ：美しいバラを咲かせるために、多くの関係者が
さ

毎年2月と8月に剪定をする他、病害虫の防除や施肥、潅水、除草
せんてい ほか ぼうじょ せ ひ かんすい じょそう

など、年中休む暇なく手入れをしている。
ひま

（学習のポイント）
１ バラの種類として主なものを挙げ、それぞれの花の特色を調

べてみよう。

２ バラ園の運営やバラの栽培にどれほど苦心をしているか、関
係者に尋ねてみよう。

３ バラまつりが盛んになるまでの関係者の努力について尋ねて
みよう。

４ バラの魅力はどこにあるか、育てている人たちに尋ねてみよ
う。

５ バラを主題とする文芸作品や演芸活動にどんなものがあるか
調べ、バラ文化について話し合おう。
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実休は 茶の湯で知られた 文化人
じつきゆう ち ゃ ゆ し ぶ ん か じ ん

三好氏は、管領家や阿波守護家を軍事面で支えるなど、強
かんれい あ わ し ゆ ご さ さ

力な軍事力を持っていただけでなく、当時の武将の教養であ
ぶしよ う

った連歌や茶の湯などの文芸の世界でも有名であった。三好
れ ん が

長慶や弟の安宅冬康が当代一流の連歌師と交流を深め、度々
ながよし あたぎふゆやす し たびたび

大規模な連歌の会を催していたことや、三好義賢が当時ま
だ い き ぼ もよお よし かた

だ確立期の段階であった茶の湯の熱心な愛好者であったこと
かく りつ だんかい

は良く知られている。勝瑞の主であった三好義賢(実休）は、
しょうずい じっきゅう

「実休ハ武士ニテ数寄者也」（『山上宗二記』）といわれた茶
ぶ し す き やまのうえのそうじき

人武将で、当時「名物」と呼ばれた茶道具を多数所持してい
よ ち や ど う ぐ

たそうである。『宗達茶湯日記』には、弘治2年(1556)11月
そ うたつちゃのゆにっ き こ う じ

28日に津田宗達が勝瑞の義賢を訪れ、「茶屋ニ而暮候まで」
つ だ おとず

実休の物語を聞いたという記録が残っている。また実休は、

12月2日にも宗達一人を招いて茶会を開いた記録も残ってい
まね

る。勝瑞城館跡における発掘調査では茶道具も多数出土して
しようずいじようかんあと はつくつちようさ

おり、義賢のこうした活躍を裏付けている。
かつやく

勝瑞の発掘調査で出土した茶碗

三好実休画像

〔所蔵は妙国寺、写真提供は堺市博物館〕
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〔用語の解説〕

◆三好長慶(1522～1564)：三好元長の長男。現在の徳島県三好市
げんざい

で生まれる。管領細川氏の家臣として畿内に一大勢力を築き上
かんれい き な い きず

げ、細川政権を崩壊させ将軍を京から追放するなど、一時は幕
せいけん ほうかい しようぐん ばく

政の実権を掌握した。晩年は心身に異常をきたすようになり、
せい じつけん しようあく ばんねん いじよう

永禄7年(1564)、弟安宅冬康を誅 殺した直後、河内の飯盛城下
えいろく ちゆうさつ か わ ち いいもりじようか

の屋敷で病死した。
や し き

◆安宅冬康(1528～1564)：三好元長の三男。淡路の水軍である安
あ わ じ

宅氏の養子となってその家督を継 承した。兄長慶に 従 って転戦
か と く けいしよう したが

し、よく補佐したが謀反を疑われて永禄7年(1564)に長慶に自害
ほ さ む ほ ん うたが

させられた。

◆「山上宗二記」：千利休の高弟である山上宗二が天正16年(1588)
こうてい

に書き記した茶の湯の秘伝書。
ひでんしよ

（学習のポイント）
１ 茶は、いつごろ、誰によって日本にもたらされたか調べてみ

よう。

２ 我が国に伝えられた茶は仏教と関係があるとされるが、どの
ように茶が用いられたのだろうか。

３ 勝瑞城館跡から出土した茶の湯関係の遺物としてはどのよう
なものがあるだろうか。

４ 千利休と阿波三好の関係を調べて報告しよう。

５ 勝瑞城館跡で整備された会所跡で庭園を眺めながら、当時の
茶会の様子を想像してみよう。
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水運の 要所で知られた ヤマモクの浜
す い う ん よ う し よ し は ま

吉野川は古くから人や物流の水運の盛行をみている。藍住
よ し の が わ せいこう

町では富吉のヤマモクの浜、乙瀬の浜、勝瑞の川 湊が知ら
かわみなと

れる。古老の話によると、ヤマモクの浜では岩津(阿波市)か
い わ づ

ら木材が荷揚げされていたらしい。また小舟で北灘(鳴門市)
に あ こ ぶ ね きたなだ

まで西瓜を運んだ方もいる。さらに平田舟でバラスや、対岸
す い か ひ ら た ぶ ね

の川端で焼いていた大谷焼の甕を大阪に、酒や縄を徳島市の
かわばた かめ おおさか なわ

中洲港に積み出していたということである。昭和10年頃から
な か す ごろ

は蒸気船が登場し、大谷焼などは8時間かけて大阪まで運び、
じようきせん

バラスなどは毎日のように積み出していたそうである。しか

しトラック輸送が盛んになるにつれ、浜は昔の賑わいを失っ
ゆ そ う さか にぎ

ていった。浜の手前には不動堂があって、水上安全を祈願し
き が ん

ていた。この不動堂は明治41年正月の建立となっていて、今
こんりゆう

も7月に祭礼が続いている。旧吉野川の水は軟水で、浜の上
きゆうよしのがわ なんすい

流では炊事用、下流では洗濯用として生活に密 着していた。
す い じ せんたく みつちやく

浜の遺構は現存していて、昔日の面影を良く残している。
い こ う げんそん せきじつ おもかげ

阿波の富ヤマモクの浜舟出して

川
舟
の
安
全
祈
る
不
動
尊
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〔用語の解説〕

◆物流：商品流通のこと。元禄期ごろから農村工業(藍もその一つ)
げんろく あい

が発達すると、各地に名産品が生まれ、三都をはじめ全国的な

流通が盛んに行われたが、藩内の流通網も整備されてきた。
はん りゆうつうもう せい び

◆岩津：古来から吉野川の舟運において要地で、江戸時代には御
しゆううん え ど ご

分一所が置かれ、通行船から関料を徴 収した。
ぶ い ちし ょ ちようしゆう

◆平田舟：吉野川中上流の浅瀬でも舟を航行させるために舟底を
あ さ せ ふなぞこ

平たくした独特の構造を持った輸送船。外洋に出るときは大型
どく と く こ うぞう ゆ そ う せ ん

船に積荷を積み替えた。

◆大谷焼：大谷焼は、甕などの大型製品を特色としていた。特に、

上方などに送られ、薬品などの貯蔵用に適していた。
かみがた ちよぞうよう てき

（学習のポイント）
１ ヤマクの浜に行って、川湊としての遺構を確認しよう。

２ 江戸時代には、どんな種類の運搬船が使われていたか調べて
みよう。

３ この浜から酒造用の水が汲み上げられていたというが、どん
な方法で送水していたものか古老に聞いてみよう。

４ 旧吉野川の水は軟水であるが、軟水は下流でどんな利用をさ
れてきたかについて調べてみよう。

５ この浜は、魚釣りでも賑わっていたといわれるが、どんな魚
が釣れていたかについて、古老に聞いてみよう。
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蝉の声 聞きつつ土用の 藍こなし
せみ こ え き ど よ う あ い

春分のころまでに地慥えし、その後に苗代に播種する。苗
じづくろ なわしろ は しゅ なえ

が育つと共に除草・間引き・施肥・除虫ときびしい作業が
じ ょ そ う せ ひ じ ょちゅう

続く。やっと気温が上がるころ苗は本畑に移植して育てる
い しょく

が、そうなると虫取り・麦刈り・水取りの重労働の日が続く。
か

また夏の刈り取りまで数回の施肥（干鰯・油 粕・堆肥など、
か と せ ひ ほし か あぶらかす たい ひ

後に鰊 粕）がなされる。大量の金肥を投下する経費も必要
にしんかす き ん ぴ け い ひ

で、多くの農家を苦しめた。いよいよ夏の土用ともなると

収穫するが、刈り取った葉藍はその日のうちに細かく刻ま
しゅうかく は あい きざ

なくてはならないので、この作業を夜切りという。夜が明け
よ ぎ

ると中庭にムシロを敷き詰め、その上に細かく刻んだ葉藍を
し つ

唐竿で打ち、藍摺ですりつぶし、よく乾燥した葉藍を高台か
からさお あいすり かんそ う

ら風やりで飛ばして葉の部分と葉脈や茎の部分に分けてカマ
く き

スに詰め、秋口まで寝床に積み込んでおく。そこまでの作業を
つ ね どこ つ こ

藍こなしというが、秋口になると葉藍を積み上げた山を作り、

水を打って発酵させ、蒅に仕上げる寝せ込みの作業が始まる。
はっこ う すくも ね こ

奥村家庭に残りし藍こなし 藍こなしの風景

〔紙人形の作者は河野操氏〕
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〔用語の解説〕

◆水取り：水田がなかった藍作農村には、用水路も溜もなく、藍

の栽培に必要な水は畑に井戸を掘り、その水を羽根つるべで汲
さいばい い ど ほ

み上げて、潅水するよりなかった。晩 春 以後のこの作業は重労
かんすい ばんしゅん

働の連続であった。

◆施肥：藍は、葉に含まれたインディゴという色素の含有量と 純
ふく しき そ がんゆうりょう じゅん

度によって良質の染料が得られるが、そのためには多量の金肥
りょうしつ せんりょう きん ぴ

の使用を避けられず、播種から収穫の前まで7回ほどの施肥が一
さ は しゅ

般に行われていた。農民は不作だと金肥の支払いに困ることも
し はら こま

よくあった。高価な金肥を大量に 施 すと、葉が厚くインディゴ
こ う か ほどこ あつ

を多量に含有した良質の葉藍が得られる。ところが、栽培農家
がんゆう りようしつ

では、なかなか肥代が都合できず、やむを得ず高利貸などから
こえだい こ う り が し

収穫したときに葉藍での返済を約束して肥代を前借りする慣行
しゆうかく へんさい かんこう

が一般化している。そんなとき不作で返済できないことも生じ
いつぱんか

た。それで畑の一部を高利貸に取り上げられ、小作になる農家

も増えていった。
ふ

（学習のポイント）
１ 藍こなし作業を順序に沿ってまとめてみよう。

２ 藍こなしの作業はどうして必要とされていたかについて調べ
てみよう。

３ 作業の歌である「藍こなし唄」を集めてみよう。

４ 藍こなしに使用された農具について調べ、それぞれの特色を
まとめてみよう。

５ 藍の除虫はどのように行われていたかについて調べてみよう。
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その昔 矢上境の 法華塔
むかし や か み ざ か い ほ っ け と う

3代目徳島藩主の蜂須賀光隆(1630
と く し ま はんしゅ は ち す か み つ た か

～1666)は、祖母の敬台院のために
そ ぼ きようだいいん

矢上の正法寺の本堂を改築した。ま
かいちく

た、祖母と父忠英の位牌を安置する
ただてる い は い

ために正法寺に総ケヤキ、二間四方
そ う

の位牌堂を建立した。そして、正法
こんりゆう

寺を水害から守ろうと、あばれ川で

あった正法寺川に堤防を設け、矢上
ていぼう

村の北と南に「南無妙法蓮華経」と刻
な む み ょ う ほ う れ ん げ き ょ う きざ

み込んだ題目石を建てて、村全体を
こ だいもくいし

聖域として安全をはかった。その
せいいき

背景には、祖母と父の冥福を祈るだ
はいけい めいふく いの

けでなく、蜂須賀家の危機を救い、
き き

徳島藩政の基礎固めのために努力を
はんせい き そ

惜しまなかった祖母に対する感謝の
お かんしゃ

心が表 現されていたといわれる。
ひようげん

現在の題目石は、ともに後世に建て
げんざい た

替えられたが、光隆が建立した場所に立っている。現在のも
か

のは、北側は文久3年(1863)、正法寺14代目住 職日浩の時に
ぶんきゆう じゆうしよく

京都の山道九左衛門によって、南側は明治40年(1907)、正法

寺16代住職三妙院日校のときに森新太郎、森慶蔵の両氏によ

って建立されたことが記されている。

矢
上
に
は
南
境
に
法
華
塔

矢
上
に
は
北
の
境
も
法
華
塔
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〔用語の解説〕

◆敬台院(1592～1666)：小笠原家から家康の養女となり江戸城で
お が さ わ ら け え ど じ ょ う

育てられた氏姫は慶 長5年(1600)関ヶ原の戦の直前に福島正則
う じひめ けいちよう せ きがはら ふくしままさのり

の仲人により蜂須賀家政の嫡子で15歳の至鎮の正室としてわず
なこうど は ち す か い え ま さ ちゃくし さい よししげ

か9歳の時に輿入れした。その後に阿波を拝領した至鎮は、赤松
こ し い はいりよう あかまつ

則房の旧 領、矢上城付近を氏姫の化粧料とし、そこに禅 宗の寺
のりふさ きゆうりよう けしようりよう ぜんしゆう

院であった正岡寺を 改 宗して正法寺を開基した。
し ょ う こ う じ かいしゆう か い き

◆化粧料：正室などの所領(知行地)のこと。

◆敬台院画像：正法寺には敬台院の画像がある。これは徳島藩と

しては唯一の女性像として知られる。その装飾には蜂須賀家と
ゆいいつ じょせいぞう そうしょく

小笠原家の両方の家紋が散りばめられていることに注目したい。
おがさわら か も ん

敬台院の 姿 は、剃髪して出家した僧形で描かれている。
すがた ていはつ そうぎょう えが

◆蜂須賀忠英(1611～1652)：徳島藩2代藩主。祖父の蓬庵とともに
そ ふ ほうあん

初期藩政改革を成功させたことは特筆しておく必要がある。特
はんせいかいかく

に興味深いのは長谷川貞恒を重用しているが、貞恒の建策を容
さだつね い

れて柿 原や興崎村(ともに現阿波市)を中心に原士制度を設けた
かきのはら こうざき は ら し せ い ど も う

ことであろう。その他、業 績が大きい藩主で、海部騒動で苦労
ぎようせき

したことも注目しておきたい。

（学習のポイント）
１ 光隆の祖母、敬台院について調べてみよう。

２ 正法寺には忠英と敬台院の雲形位牌があるが、その意味につ
いて考えてみよう。

３ 正法寺を訪れ、住職さんにその歴史や本堂の特徴について話
を聞いてみよう。

４ 実際に題目石を訪れ、南北二つの石に囲まれた範囲がどのよ
うな地域であったのか地形図などを持って調べてみよう。

５ 蜂須賀光隆について調べてみよう。
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旅人が 一息ついた 一里松
た び び と ひ と い き い ち り ま つ

蜂須賀家政は天正13年(1585)6月に阿波国入部を果たすと、
は ち す か い え ま さ てんしよう

その直後から徳島城の築城と城下町の町割りを開始、同時
と く しまじょう ち くじょう じょう か まち わ

に領内9か所に支城を置いて防衛体制を強化し、また領内の
りょうない し じょう ぼうえいたいせい

商品流通の拠点を整備した。そして徳島城と9つの支城を結
き ょ てん せい び

ぶ、土佐・讃岐・淡路・伊予・撫養の五街道の整備を進めた。
と さ さ ぬき あわ じ い よ む や ご かいど う

この五街道を中心とした領内の主要街道には、ほぼ一里（約

4㎞）ごとに一里松を植えて道標とし、また旅行者が休息す
みちしるべ

る便宜を図っている。これは他の地方で多い一里塚の設置と
べん ぎ はか いち り づか せっ ち

同じ目的で設けられているのである。こうして一里松は道路
も う

の両側にあり、とくに炎天下には一息入れることができるな
えんてん か

ど、それなりの役割を果たし、また道標として旅人を安心さ
やくわり

せる機能も備えていた。町内では、徳島城下の佐古から大
き の う そな じょう か さ こ

坂越えに繋がる讃岐街道に沿って、徳命八幡神社の西側に一
ご つな そ

里松があったことが文久3年(1863)に作成された「徳島及周

辺絵図」（徳島大学蔵）によって知られるが、今ではその姿
すがた

を全く留めていない。
と ど

名田の旧街道。吉野川を渡り、

この街道を北上する。

右が徳命八幡神社。この辺りに

一里松が植えられていたらしい。
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〔用語の解説〕

◆支城（阿波九城）：蜂須賀家政が、四国征伐の直後の阿波領主
せいばつ りょうしゅ

（17万石）として入部すると、その直後に新しい居城として徳
きょじょう

島城の工事に取りかかるとともに、領内9か所の要地に支城を設

け、重臣を城番家老に任じてそれぞれの地域の防衛と農民支配
にん ち いき し はい

の役割を担わせた。これは、入部当時の領主権力が万全でなか
にな けんりょく ばんぜん

ったことの表れで、この制度を支城駐屯制という。そのころ藍
せい ど ちゅうとんせい

住町の村々は大半が板東郡に属していたため、撫養城番の益田
ま す だ

氏の支配を受けていた。

◆一里松：幕府の直轄地や多くの藩では一里塚の制度がとられて
ちょっかつち

いた。徳島藩の一里松制度は珍しいものである。

（学習のポイント）
１ 一里松の歴史について調べてみよう。

２ 幕府が五街道などに設けた一里塚について調べてみよう。

３ 徳島藩が一里松を植えた理由について調べてみよう。

４ 四国遍路の道標以外の道標を探し出し、それぞれの道標を建
てた理由を調べてみよう。

５ 県下で一里松の遺構がある場所について調べ、史跡としての
重要性について考えてみよう。
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力石 若衆たちの 腕自慢
ちからいし わ か し ゅ う で じ ま ん

住吉の住吉神社、名田や小塚の八幡神社、東中富の八坂神
はちまん

社などでは、昔は秋祭りなどのとき、各村内の力自慢の若者
ちからじまん わかもの

が、大勢の参拝者で賑わう神社の境内で大きい石を持ち上げ
おおぜい さんぱいしゃ にぎ けいだい

て覇を競う「力石大会」が人気を博して年中行事となってい
は きそ

た。当時の藍住町は毎年のように吉野川が氾濫して、大いに
よ し の が わ はんらん

苦しめられていた。そんなとき、水害を防ぐため石や土嚢な
ふせ ど の う

どを積み上げて、水勢を弱める応急の共同作業が必要となる。
すいせい おうきゆう

そのためにも、常に力をつけておくことが必要であった。そ
つね

して、人々の生命を守る備えとして、自然に流行したことの
そな

一つが力石の競技であった。その大会で一番重い石を運んだ
き ょ う ぎ

若者の名と重量を石に刻み、その名誉を後世に伝えることに
きざ め い よ

していた。住吉神社や八坂神社、小塚の八幡神社の境内に保存
ほ ぞ ん

されている力石には、35貫～40貫(1貫＝約3.75㎏)などと重
かん

量を、また住吉神社のものは持ち運んだ人の名前を刻んでい

る。まさに重量挙げ競技の原初形態だといえようか。
げんしょけいたい

若
い
衆
が
力
を
競
う
力
石

（
住
吉
神
社
の
力
石

四
十
五
貫
目
）

住吉の神社の前は競技場

（源義経が戦勝祈願をした神社）
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〔用語の解説〕

◆力石：江戸時代の藍作地帯の村々では、秋の祭礼行事などとし

て、大きく重い石を持ち上げて力量を競う競技が盛んに行われ
さか

た。今も神社の境内などに力石を見かけることがある。

◆藍住町の力石：30貫余りの石を持ち上げる力石の競技は見物す

る人もその迫力に圧倒されたと思われる。住吉神社のものには
はくりよく あつとう

「明ぼの」を名乗る力者が記録を更新したことを記念して力者
こうしん

名と重量が刻まれている。そのほか東中富の八坂神社と名田八
きざ

幡神社の境内にも30貫ほどの石を持ち上げたことを刻んで、そ

の栄誉を今日まで伝えている。競技会当日は、本番の前に子供
え い よ きようぎかい

たちの力石大会が実施されていたらしく、徳命八幡神社の本殿
じ っ し

裏に小型の力石が数個最近まで保存されてきていたが、社地の
す う こ

整備で散失している。貴重な文化財であるので、何としても探
せ い び きちよう ぶんかざい さが

し出して元の位置に保存したいものである。日常的な藍玉の運
だ にちじようてき うん

搬や、氾濫時の復 旧作業に力仕事が避けられなかった江戸・明
ぱん ふつきゆう さ

治の藍住町の若衆たちは、それに備えて力石の競技に親しんで
そな

いたが、例えば藍玉の重い 俵 を片手で差し上げるなどして、そ
たわら か た て

の稽古を 怠 ることは無かったようで、奥村家史料の絵画にその
け い こ おこた おくむら

一コマが描かれている。
えが

（学習のポイント）
１ 力石が保存されている場所の分布地図をつくろう。

２ 力石とはどんな競技かについてまとめてみよう。

３ 力石競技が盛んになった歴史的背景を考えてみよう。

４ 力石について書かれた資料を探してみよう。

５ 徳島県で力石競技が盛んに行われていた町や村を調べてみよ
う。
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土御門 上皇迎えた 南陽台
つ ち み か ど じょう こ う むか な ん よ う だ い

承 久3年(1221)、承久の乱で敗れた土御門上皇は土佐に流
じようきゆう らん つちみかどじょ う こ う

された。その後、貞応2年(1223)に阿波に移り寛喜3年(1231)
じょうおう うつ かん き

10月に没するまで滞留した。その行在所の所在地は阿波市
ぼっ たいりゅう あんざい し ょ し ょ ざい ち あ わ し

土成町御所の御所屋敷、板野町下庄の栖養の森、鳴門市里浦
ご し ょ や しき しものしょう す がい さ と う ら

のあま塚、鳴門市大麻町池谷の天王山、藍住町勝瑞など諸説
づか し ょせつ

ある。藤原定家の日記である『名月記』によると、行在所
ふじわらのさだいえ め い げ つ き

が海から遠く離れていなかったことや守護の居館に近い位置
はな しゅ ご

にあったこということが分かっている。このときの阿波守護

小笠原氏の守護所の位置について諸説有るが、三好市池田町、
お がさわら

美馬市脇町の岩倉城とともに勝瑞説がある。このことから勝
わきまち

瑞説は有力とされる。藍住町に残る伝承としては、勝間が淵
でんしょう ふち

に遊ばれた上皇は、菊花を愛され、「南陽の丘」と呼ばれた
きっ か おか よ

南陽神社付近に南陽離宮を造営したとされる。そして、寛喜
な ん よ う り き ゅ う ぞ うえい かん ぎ

3年(1231)に崩御され、井隈御火葬所で火葬されたというこ
ほう ぎょ か そ う

とである。土御門上皇の火葬塚は鳴門市大麻町にある。

土御門上皇火葬塚勝瑞の南陽神社
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〔用語の解説〕

◆承久の乱：源氏が三代で滅亡すると、後鳥羽上皇は武家政権打倒
げん じ めつぼう ぶ け せいけん だ とう

の機と見て、承久3年(1221)に北条義時追討の院宣を出して挙兵
ほうじようよしときついとう いんぜん だ

した。しかし、全国の武士は義時の下に結集し、一ヶ月ほどで鎮定
ぶ し ちんてい

され、上皇は隠岐に配流の身となった。そのとき上皇に応じた
お き は い る おう

阿波守護佐々木綱高は京で敗れて討ち死にし、それに代わって
さ さ き つ な た か う じ

小笠原長清が阿波守護に補任され、守護所を勝瑞に設置したと
お がさわらながきよ ほ にん

伝えられている。

◆守護：源 頼 朝が文治元年(1185)に全国66か国に有力御家人を
みなもとのよりとも ぶん じ ご け にん

派遣し、諸国の御家人を統制するため大 犯3か条の執行を命じ
は けん しょ こ く とうせい たいはん じょう しっ こう

たことに始まる。地頭とともに守護を制度化することによって、
せい ど

鎌倉幕府の権力が強化した。
かまくらばく ふ けんりょく

◆小笠原氏：守護として最初に阿波に入部したのは佐々木綱高で

あったが、佐々木氏は承久の乱で滅亡、その後に阿波守護とな

ったのが小笠原長清である。当時守護は、任国へは守護代を置
にんごく

き実際の政務を代行させたが、阿波へは嫡子の経高が守護代と
じっさい せい む ちやくし つねたか

して入り、配流された土御門上皇を阿波に迎えた。

（学習のポイント）
１ 土御門上皇の行在所の説がある各地を訪れ、どのよう な伝
承があるか古老に聞いてみよう。

２ 鎌倉時代の阿波守護所についても伝承のある各地を訪 れ、
古老に話を聞いてみよう。

３ 承久の乱は、どのような戦だったのだろうか。

４ なぜ、承久の乱は起きたのだろうか。

５ 承久の乱による世の中への影響はどのようなものだっ たの
だろうか。
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手間かけた 藍は天下に 買い取られ
て ま あ い て ん か か と

藍が播種から玉搗きまで、きびしい労働の成果であること
は しゅ た ま つ

は、他でも解説しておいたとおりである。しかし、その藍を

有利に販売するための藍商たちの努力も忘れられない。それ

とともに阿波藍が全国の市場に進出したのは、その品質の良

さが高く評価されたこと。そうでなくては全国市場を独占す

るようなことはできなかった。それを立証する古文書として
り っしょう

広島藩の三原町の紺屋仲間が藩に願い出た幕末の嘆願書があ
こ う や ばくまつ たんがんし ょ

る。広島藩では藩内でとれた藍(地藍)の使用を押しつけてい
じ あい

た。ところが品質が悪く(インディゴの含有量が低い)、染め
がんゆ うりょう

上げに時間と手間がかかって儲けにならない。せめて最後の
も う

仕上げだけでも阿波藍の使用を許してほしいという切実な嘆

願になっている。そんな阿波藍が進出した所では、久留米絣
く る め が す り

・結城紬・長板中形・有松絞などの名高い織物を生み出した
ゆうきつむぎ ながいたちゅうがた あ りまつしぼり おりもの

ことを考えると、近世以降の日本服飾文化を盛り上げるうえ
ふくしょく も あ

で、その果たした役割の大きさを正しく評価する必要がある。

正藍で染めた衣は一級品 藍玉の積み出し風景

〔紙人形の作者は河野操氏〕
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〔用語の解説〕

◆三原城下町：広島藩東部に置いた支城の城下町で、主として備後
し じょう びん ご

国経営の中心地とされ、また交通上の要地として注目された城
こ くけいえい

下町である。

◆地藍：阿波で産する良質の藍のことを正藍とか本藍というのに
りょうしつ しょうあい ほんあい

対し、阿波以外に産出する藍のことを地藍という。
つい

◆玉搗き：蒅に藍砂を混ぜて搗き固めて藍玉を作ったが、それに
すくも あいずな ま あいだま

は大きい木臼で半日ほどかかる。徳島藩では藍玉にしなくては
き うす

販売させなかった。

◆阿波藍：吉野川流域の平野で産出した阿波藍は土壌に恵まれ、
どじょ う

農民たちの努力と技術によって優れた製品を全国の市場に供給

していた。その中でも久留米絣や結城紬などの名産品がもては

やされるようになったので、ますます阿波藍に対する需要は高
じゅよう

まりを見せるに至った。そうした阿波藍と著名な織物生産の関

係にも注目しておきたい。

（学習のポイント）
１ 藍の産業に関係する栽培農家・藍師・藍商の仕事の特色を比

べてみよう。

２ 寝床株・売場株とはどのようなものか、それと徳島藩の関係
について考えてみよう。

３ 阿波藍の品質が優れていた理由を調べ、まとめてみよう。

４ 阿波藍の使用で生まれた全国の名産品について調べてみよう。

５ 藍師の屋敷の建築上の特徴について調べ、平面図を作ってみ
よう。
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富吉の 荘の名残の 宮の森
と み よ し しょう な ご り みや も り

現在の藍住町東中富の北部から富吉の地域は、富吉荘の
ち い き とみよしのしよう

荘域であったとされる。東中富の敷地傍示という小字名が
しょういき しき ち ほう じ こ あざ

荘内にあった北敷地村、南敷地村の遺称地と考えられている。
い し よ う ち

富吉荘は皇室領を経て後に臨川寺領となるが、至徳2年(1385)
こ う しつりょう へ りんせん じ し と く

幷の臨川寺三会院領目録に「富吉庄内東村 北敷地南敷地」と
りんせん じ さん ね いんりょうも く ろ く

みえる。地頭については、永仁4年(1296)12月18日に鎌倉両
えいにん かま く ら

執権から富吉荘を藤原 兼 郷の領地とするとした下知状があ
しっけん ふじわらのかねさ と りょう ち げ ち じょう

る。藤原兼郷は、漆原兼敦(西念)の孫であるが、建武3年(1
うるしはらかねあつ さいねん けん む

336)の文書には「阿波国富吉庄西方地頭漆原三郎兼有」と
うるしはら さぶ ろ う かね あ り

あり、漆原氏が地頭職を相伝していたようである。漆原氏の
じ と う しき

後裔は、戦国時代には川端氏を名乗り、川端城に入ったとさ
こ う えい かわばた

れる。富吉八幡宮は、13世紀末に藤原兼郷によって勧請さ
はちまん ぐ う かんじょう

れ、当初は本村にあったが、江戸時代後期に周辺にあった九
え ど

社が合祀された。竹瀬村、本村、成瀬村、乙瀬村、川端村、
ご う し

奥野村の産土神である。
うぶすながみ

富吉の庄の鎮守は八幡さん 鬱蒼と樹木が茂る宮の森
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〔用語の解説〕

◆臨川寺：京都市右京区嵯峨天龍寺造路町にある臨済宗天竜寺派
さがてんりゆうじつくりみちちよう りんざいしゅうてんりゅう じ は

の寺院。後醍醐天皇は建武2年(1335)に夢窓疎石を開山とし、文和
ご だい ご てんのう む そ う そ せ き ぶ ん な

2年(1353)に足利尊氏が十刹の官寺としている。細川管領家と
あしかがたかうじ じっせつ かん じ かんれい け

も深く繋がるが、応仁の乱で荒廃する。今の三会院は夢窓疎石
つな おうにん らん こ うはい さん ね いん

の示寂地といわれ、中門の「三会院」額は足利義満の筆という。
じじゃくのち がく あしかがよしみつ

◆下知状：下知とは、上位の者から下位の者に対する命令のこと

で、下知状は命令を伝える文書。

◆地頭職：源 頼 朝が文治元年(1185)に全国の荘 園や公領に置き、
みなもとのよりとも ぶん ち しようえん こうりよう

荘園内の治安維持や年貢の徴 収を担当させるため、荘園の11分
い じ ねん ぐ ちょうしゅう たんと う

の1の土地をあてがった。その領主権を職という。
りょうしゅ しき

（学習のポイント）
１ 地形図や空中写真を使って、富吉周辺で集落が形成されそう

なところを調べてみよう。

２ 富吉八幡神社の由来について、古老に尋ねてみよう。

３ 荘園という私有地が成立した歴史を調べてみよう。

４ 地頭は荘園の中でどのような役割を与えられていたのだろう。

５ 藍住町内には富吉荘以外にどんな荘園があったかについて調
べてみよう。
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中富は 阿波と土佐との 決戦場
な か と み あ わ と さ けつせんじよう

天正3年(1575)から阿波侵攻
てんしよう し ん こ う

を始めた土佐の長宗我部元親は、同年海部城、宍喰城を陥し
ち ょ う そ が べ も と ち か おと

た。同時に阿波の西からも侵攻していた元親は、翌年に池田

白地城を攻め、城主大西覚養は元親に降りた。さらに、天正
せ じようしゆおおにしかくよう お

5年には日和佐城が陥落、勝瑞を取り巻く軍事的緊張は一気
かんらく と ま きんちよう

に高まってきた。勝瑞城主の十河存保は、同族の三好康長を
そ ご う ま さ や す

通じて織田信長に救援を依頼した。信長は、元親に対して
お だ の ぶ な が きゆうえん い ら い

淡路方面から大軍を送り込み、一時三好勢は勢いを取り戻
あ わ じ おく こ ぜい いきお と もど

した。しかし、天正10年(1582)6月に信長が本能寺の変で倒
ほ ん の う じ たお

れると、織田軍は退去した。この状勢を見た元親は、一気
たいきょ じようせい

に勝瑞近くまで攻め寄せた。土佐勢2万3千に対し、存保は阿
せ よ

波・讃岐の三好氏配下の将兵5千余をもって勝興寺(矢上)城
さ ぬ き しようへい し ょ う こ う じ

に本陣を構え、2千人を先陣として中富川河畔に陣地を築き、
ほんじん かま せんじん か は ん じ ん ち きず

決戦に臨んだが、阿波勢は壊滅的な打撃を被った。存保は1
かいめつてき だ げ き こうむ

か月ほど勝瑞城に籠城したが、9月、讃岐へ退去した。
ろうじよう

中富の戦で副将戦死する

（赤澤信濃守像・愛染院蔵）

（
現
在
の
前
川
）

中
富
川
土
佐
と
の
合
戦
血
に
染
ま
り
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〔用語の解説〕

◆白地城：三好市池田町白地にあった山城。天正4年(1576)、城主
やまじろ

の大西覚養は土佐の長宗我部氏に攻められ降伏した。その後、
こうふく

長宗我部氏の四国平定の拠点となり、ここを足がかりに阿波東
きよてん

部、讃岐、東予へと兵を進めた。

◆大西覚養：戦国時代の阿波の国人領主。三好家と密 接な関係を
こくじんりようしゆ みつせつ

築き、白地城を拠点としてその支配地域は東予にまでも及んだ。
し は い ち い き およ

長宗我部氏に降伏し、天正6年(1578)、重清城の守備を任される
し ゆ び まか

が、まもなく十河存保に追撃され討ち死にした。
ついげき う じ

◆三好康長：三好一族の一人で、河内高屋城を本拠とした。織田
か わ ち たかやじょう ほんきょ

信長の四国征伐の際、三好一族として四国攻略の担当とされ、
せいばつ さい こうりやく たんとう

天正9年(1581)、四国征伐の先鋒として阿波に入った。しかし、
せんぽう

天正10年に本能寺の変で信長が殺害されると康長は河内へ帰っ

た。

◆本能寺の変：天正10年(1582)6月2日、織田信長の家臣明智光秀
あ け ち みつひで

が謀反を起こし、本能寺に宿 泊していた主君信長を襲い、自刃
む ほ ん しゆくはく おそ じ じ ん

させた事件。
じ け ん

（学習のポイント）
１ 天正期の戦国大名の勢力範囲について調べてみよう。

２ 戦国時代とは、戦乱の時代であるが、阿波国内での戦乱につ
いて、いつ頃から始まったのか調べてみよう。

３ 徳島の戦国時代の城について調べてみよう。

４ 阿波を制圧した長宗我部氏は何故勝瑞に入らなかったのだろ
うか、考えてみよう。

５ 阿波で長宗我部氏が入った城はどこだろうか？また、その城
は、他とどのような違いがあるのだろうか。
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ニンジンは 味・産額も 日本一
あ じ さ ん が く に ほ ん い ち

早春から出荷する洋ニンジンのトンネル栽培は、藍住町一
しゅっか さいばい

帯に広がっていて、町を代表する園芸作物。ニンジンはカロ

チンを含む健康野菜として、また料理を彩る食材でもある。
ふく いろど

トンネル栽培とは大型のビニールハウスで寒季に育てる特殊
さいばい と く し ゅ

な栽培技術を利用することから名付けられたもの。この栽培
さいばいぎじゅつ

方法は、今から半世紀も以前に町内で普及していた白瓜
ふ き ゅ う し ろ う り

(奈良漬けの原料)に代わって、急速に発展したといわれてい
な ら づ け はってん

る。こうした洋ニンジンの大産地となったのは、歴史的に蓼藍
たであい

生産地の伝統や良好な土壌、よく働くという特性が育てた集
でんと う ど じ ょ う と くせい

約農業として展開されたことを忘れてはならないだろう。ニ
てんかい わす

ンジンの収穫が終わると、そこは全て水田となり、一年中農
しゆうかく すべ

地として有効に利用されている。トンネル栽培は町内の奥野
ゆ う こ う お く の

から始まったが、今では徳島市応神町・板野町など隣接地域
おうじんちよう りんせつ ち い き

にも栽培面積が拡大されている。藍の衰退後の農業史を調べ
かくだい あい すいたい

てみるのも興味深いことである。
きょうみぶか

藍住のニンジン他県で喜ばれ 苦労して育てたニンジン晴れ姿
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〔参考資料〕

◆藍住町で主に栽培されてきた農作物：江戸時代から明治20年後
え ど

半までは阿波藍の特産地として全国にその名が知られていた。
あ わ

明治の後半から昭和の初め頃まではたくあんの原料になる大根
ごろ

が作られ、昭和30年代までは奈良漬けの原料となる白瓜が栽培

された。昭和35年頃からは洋ニンジンの栽培が行われるように
ころ

なった。

◆洋ニンジン栽培の経緯：昭和35年に奥野の宮本勇氏がビニール
け い い お く の

ハウスによる洋ニンジンの栽培を初めて試みた。宮本氏は、「最

初の頃は施肥量やビニールに付着する水滴などで失敗の繰り返
せ ひ すいてき く かえ

しだったが、農協青年部の協力で徐々に栽培面積が広がってい
じょじょ

った。」と話している。昭和60年以降は新品種の導入によって収
い こ う どうにゅう しゅう

穫量が急増し、主に東京や京阪神へ出荷されるようになった。
かくりょう きゅうぞう けいはんしん しゅっか

春ニンジンでは藍住町が全国一の生産量を誇っている。
ほ こ っ

◆藍住産洋ニンジンの特色：藍住産の洋ニンジンは味や色、 姿 が
すがた

よく、そのうえカロチンなどの栄養価が高く、健康食材として
え い よ う か

珍 重されている。
ちんちょう

（学習のポイント）
１ 藍が衰退した明治30年代から後、藍住町の農業は今日までど

のような経緯をたどってきたか。

２ 洋ニンジンの栽培から出荷するまでの作業工程をまとめてみ
よう。

３ 洋ニンジンが健康食材といわれる理由をまとめてみよう。

４ 藍住産洋ニンジンを素材として、どんな食品が作られている
のだろうか。

５ 藍住産洋ニンジンは、どんな方面に出荷されているのだろう
か。
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ぬくもりが 心に伝わる お接待
こころ つ た せ っ た い

いまでは遍路道から外れて、また札所寺院が一箇所もない
か し ょ

藍住町は、近世の中期から明治30年頃まで、四国霊場1番の
ごろ れいじょう

霊山寺（鳴門市）と、17番井戸寺（徳島市国府町）の間を往来
り よ うぜんじ い ど じ おうらい

する遍路の多くが、小塚の渡しなどを利用して町内を往き来
へん ろ こ づか わた ゆ き

していた。遍路が最も多いのは春の彼岸の頃、それに次ぐの
ひ がん ころ

が秋の彼岸の前後であった。この遍路の苦行を助けるため沿
えん

道の在所の人々は、渡し場や路傍で湯茶を用意し、金品を集
ど う ざいし ょ わた ば ろ ぼう

めて遍路に与え、少しでも苦行を和らげようとする習俗が見
あた やわ しゆうぞく

られるようになった。それを接待行というが、接待をする
せつたいぎよう

と四国遍路をするのと同じ御利益が得られるという教えが信
ご り やく

じられていた。しかし接待はそれだけでなく、各地からの遍

路たちとの交流を楽しみ、また多くの情報が得られる機会
じょう ほ う

でもあったので、私たちの祖先は接待行に積極的に参加し
わたし そ せん

たといわれている。その他に、宿に困る遍路を泊める「善根宿」
こま と ぜんこんやど

という風習もあったことを知っておきたい。

今も、様々な場面でお接待の文化が受け継がれている
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〔用語の解説〕

◆接待：お接待をすると四国遍路をしたのと同じ御利益が得られ

ると言われ、在所の大師講中が金品の寄進を集め、特に春の彼
たいしこうじゆう き しん

岸の頃に沿道の茶堂という仏 庵などで接待が行われた。その他
ほとけあん

に難儀しているお遍路を助けることも日 常に行われていて、青
なん ぎ にちじよう

年たちの接待組も村ごとに活動していた。特に足の不自由な遍

路はちょっとした小屋ほどもある躄 車に乗り、家族たちが 巡
いざりぐるま じゅん

拝していた。その大きな車が山や川の渡し船に乗せるのも大変
ぱい わた

だった。そんなとき若衆組の出番となる。こうした接待行為は
わかしゅ こ う い

村内通過の車を村 境まで送り、隣村の若衆組にバトンタッチし
むらざかい となりむら

たのである。

◆善根宿：旅宿に難儀している遍路を我が家に泊める善根宿の慣
わ や かん

行も盛んで、遍路はその家の祖霊に読経して供養し、家人は他
こ う そ れい ど きょう く よ う

国の遍路から 珍 しい話を聞くなどして楽しんだもので、遍路は
めずら

その家の迷惑にならないために早立ちをするのが一般的であっ
めいわく いっぱんてき

たとされる。

（学習のポイント）
１ 接待という風習について学習してみよう。

２ 接待が盛んに行われた理由について調べ、まとめてみよう。

３ 接待はどんな場所で行っているかについて調べてみよう。

４ 接待をするために、在所にどんなグループがあり、どんな準
備をしたかについて調べてみよう。

５ よろこんで接待するようになった理由を調べ、また接待する
人はどんな利益があると考えていたのか、多くの人に尋ねてみ
よう。
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寝せこみの 苦労が見事な 藍を生む
ね く ろ う み ご と あ い う

寝せ込み作業が行われている加工場を寝床という。寝床は
こ ね どこ

熱を逃がさない構造をもつ特殊な建造物で、二階を持つ寝床
に こ う ぞ う と く しゅ けんぞうぶつ

は二階の床にも土をあげて固め、蒅づくりができる構造に
すくも

なっている。一山の葉藍はほぼ5反ほどの畑から穫られる葉
は あ い

藍を積み上げている。その発酵温度の最高は摂氏70度ほどに
はっ こ う せっ し

なるが、それらの葉藍を万遍なく発酵させるには、山を崩し
まんべん くず

て水分が足りない部分に水をやり、山を移動させる。この作
い ど う

業を切り返しといって、その移動を蒅が仕上がるまで何度と

なく繰り返す。この作業中は寝床一面にアンモニア臭が立
く かえ しゅう

ちこめ、苦しい作業が続けられる。そのうち発酵温が平温に

下がったところで蒅という染料の出来上がりとなる。やがて
せんりょう

買い手が買い付けに来ると、その品質を調べたうえ(手板法)、
ひんしつ

注文に応じて木臼で搗き砂を混ぜて固めた藍玉に仕上げて全
おう うす つ すな ま

国の市場に向けて出荷するが、徳島藩では蒅を売ることを、厳
しゆつか きび

しく禁止していたことは注目しておきたい。
きん し

出来栄えを競う藍師の水加減 藍染めの蒅づくりのきり返し
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〔用語の解説〕

◆寝せ込み：こなされた葉藍5反分を山積みし、水を打って発酵さ

せたものを、移動を繰り返しつつ万遍に発酵させて蒅に仕上げ

る工程をいう。
こ うてい

◆寝床：寝せ込み作業を行う蒅の加工場のこと。部屋は一定の保

温機能を備えていなくてはならないので、様々な構造上の特色
き のう そな

を持っている。

◆切り返し：積み上げた葉藍は崩しながら水打ちをし、何回とな

く山を移動する作業のこと。

◆手板法：蒅を練って加賀紙に押印し、明かりにすかせて色調を
か が おういん

見分けて品質を鑑定し、取引の価格を決める。この鑑定の仕方
かんてい か かく

を手板法という。

◆水師：寝せ込みのとき、水打ちを指示する専門の指導者を水師
し し じ せんもん し どう しゃ

といい、水師の水加減で良質の蒅を得ることができたと言われ
みず か げん りょうしつ

ている。

（学習のポイント）
１ 寝床とはどのような建物か詳しく調べてみよう。

２ 1山の葉藍から何俵の蒅ができるだろうか。

３ 水師という職人は寝せ込み作業の中で、どんな役割を担って
いたかについて調べてみよう。

蒅４ 染料として に仕上げると、どのような効果が期待できたの
だろうか。

蒅５ 現在の づくりはどのように変化を遂げているか、また変化
しない点も調べて、その理由をまとめてみよう。
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軒下に 渭津の城の 夢残し
の き し た い の つ し ろ ゆ め の こ

奥村家住宅建造物群(県指定有形文化財)のうち、正面の大
おくむらけじゅうたくけんぞうぶつぐん

門は明治8年(1875)の建築である。この門は、徳島城を国が
けんち く

解体したとき、奥村家が塩蔵と附属する門や板塀などの古材
かいたい しおぐら ふ ぞく いたべい

を115円で一括購入し、隣の新宅の建築に使用した残りの古
いっかつ こ うにゅう となり しん たく

材で建てたものである。支払った金額の内訳は、仲介した
し はら きん がく う ち わけ ちゅうかい

若木屋に10円、解体費に3円、舟で運んだ運送費に2円、国に
わか ぎ や ふね

100円であったことが記録されている(新宅普請買物帳)。そ
しんたくぶしんかいものちょう

のとき建てられた新宅(奥村医院)には主屋や土蔵がそのまま
おも や ど ぞう

残されている。奥村家の正門はそれまで東の門であったが、

南に徳島城の古材で大門を建てたため、この門を正門とする

こととなり、同時に門の脇に番屋も建てられている。なお塩

蔵門は扉が高すぎることから屋敷のバランスを崩すとして
とびら や しき くず

使用せず、そのまま東寝床に保存されている。なお、奥村
ひがし ね どこ ほ ぞん

医院の蔵の瓦には蜂須賀家の定紋が入った瓦頭もあり、徳
はち す か け じょう もん

島城の歴史を偲ぶことができる。
しの

徳島藩の定紋（卍文）の瓦が使

用されている奥村医院の蔵

徳島城塩蔵の古材で建てられた

奥村家住宅の大門
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〔用語の解説〕

◆塩蔵：徳島中央公園の城山西登口の南、JR構内に旧寺島川から
こ うない きゅうてらしま

の舟入の石組みが現存する。そこから荷揚げした塩などの物資
ふないり げんそん に あ ぶっ し

を運び入れた建物が塩蔵で、正面21間・奥行3間の建物と、門と
おくゆき

塀は明治8年(1875)の徳島城総体取り壊しのときに、他の建物と
へい そうたい と こわ

ともに民間人に払い下げられ、奥村家が買い取った。
はら さ

◆新宅普請買物帳：新宅とは奥村家番頭を務めた奥村寅之助で、
つと とら の すけ

当主嘉蔵の弟の嘉蔵が塩蔵を買い取った機会に寅之助は分家し、
か ぞう

その屋敷は塩蔵の古材で建てた。その経費一切を書き上げたの
けい ひ いっさい

がこの買物帳である。買物帳には塩蔵の買上げ、解体、輸送の
ゆ そう

費用を記録していることは興味深い。

◆番屋：新宅の建築で余った古材を使用して現在の大門を築くと、
あま げんざい きず

東寝床に接する片隅に番屋を建て、来客の応対に利用した。
せっ かたすみ おうたい

◆東寝床：東寝床は慶応3年(1867)に新築、その後、明治30年代に藍
けいおう しんちく あい

の市況が悪化すると、東寝床を改造して養蚕用とした。そのと
し きょう かいぞう よ う さんよう

きの煙出しがこの建物の棟に見られる。
けむ だ むね

（学習のポイント）
１ 徳島城はどのような理由で解体されたのか、よく調べてみよ

う。

２ 徳島城の塩蔵の位置や、寺島川との関係を古図で調べてみよ
う。

３ 徳島城の古材を使用した建造物が藍住町の周辺にあれば、そ
れについて調べてみよう。

４ 「新宅普請買物帳」を調べ、そこから研究をまとめてみよう。

５ 「番屋」とは何に使われた建物かを調べ、その構造や役割に
ついて考えてみよう。
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遙かなる 屋島をめざした 千鳥浜
は る や し ま ち ど り は ま

文治元年(1185)、平家を討つために屋島を目指して進む
ぶん じ う

源 義 経は、勝浦に上陸した後、まず阿波の平家の拠点であ
みなもとのよしつね かつ う ら あ わ きよてん

った桜間城(徳島市国府町)を攻めて田口成良の弟桜庭介重遠
さくらまじよう せ た ぐちしげよし さくらばのすけしげとお

を敗走させた。その後、さらに軍を進めたが大きな川に阻ま
はば

れ、渡るのをためらっていたところに白鷺が舞い降りて義経
わた しら さぎ ま お よしつね

一行を案内したといわれている場所が千鳥ヶ浜である。現在
ち ど り が は ま げんざい

は開発が進み、当時の面影はほとんど無いが、かつては千石船
おもかげ せんご くぶね

の出入りしていたところであるらしい。川を渡った義経一行

は、住吉神社に戦勝を祈願している。そのとき、後から追い
すみよし き がん

ついた弁慶が鞭として持っていた藤の枝を逆さまに突き立て
べんけい むち ふじ えだ さか つ た

ていったものが芽を吹いたという逆藤の伝説はよく知られて
ふ さかふじ

おり、周辺の地名にもなっている。150騎という義経軍はこ
き

こから大坂峠を越えて、馬宿(東かがわ市引田)を経て屋島に
おおさかとうげ こ へ

到着し、同年2月19日の辰の刻(午前8時)、合戦の火ぶたが切
とうちやく たつ こ く

られた(『吾妻鏡』)。
あづまかがみ

住吉の神社で義経勝ち祈り 義経が渡った場所は千鳥浜
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〔用語の解説〕
かいせつ

◆源義経(1159～1189)：河内源氏である源 義 朝の九男として生
かわ ち げん じ みなもとのよしとも

まれる。幼名を牛若丸。兄、源 頼 朝が平氏打倒の兵を挙げる
よう めい うしわかまる みなもとのよりとも だ と う

とそれに合流し、一ノ谷の合戦や屋島の合戦、壇ノ浦の合戦に
だ ん の う ら

勝利するなど、平氏を滅ぼす最大の功労者となった。しかし、
ほろ

頼朝の怒りをうけ、奥 州 平 泉で自害に追い込まれた。
いか おうしゆうひらいずみ お こ

◆田口成良：阿波の豪族で平家の家人。
ごうぞく

◆弁慶(？～1189)：怪力の荒法師として名高いが、その生 涯につ
かいりき あ ら ほ う し しようがい

いてはほとんど分かっていない。京都五条の橋で義経に出会い、
ごじよう

最期まで義経に仕えた。

◆吾妻鏡：鎌倉時代後期に成立した日本の歴史書で、全52巻
かま く ら かん

ある。鎌倉幕府の初代将軍・源頼朝から第6代将軍・宗尊
ばく ふ しようぐん むねたか

親王まで6代の将軍記という構成で、治承4年(1180)から文
こ うせい じ し よ う ぶん

永3年(1266)までの鎌倉幕府の事績を日記体で記している。
えい じ せき

（学習のポイント）
１ 千鳥ヶ浜を歩いて、義経の軍勢が住吉神社までどのように進

軍したかを考えてみよう。

２ 住吉神社の由緒について調べてみよう。

３ 義経が次に行った板野町の金泉寺に伝わる伝説を調べてみよ
う。

４ 義経の屋島への進軍ルートを調べてみよう。

５ 逆藤の伝説などを古老に尋ねてみよう。
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人救う 敬震丹は 気付薬
ひ と す く け い し ん た ん き つ け ぐ す り

犬伏家の先祖は戦国時代には三好氏の家来で、犬伏城(板
いぬぶし せん ぞ いぬぶしじょう

野町)の城主であった。また、江戸時代の初期には東中富村
じょうしゅ え ど

の豪農で政所をつとめた。薬業の始まりは、家伝によると、
ご う の う まどころ

江戸時代に当家に持病のために歩行困難になった旅人が助け
こんなん

を求めて訪れ、手当を加えるうちに数日後には病が全快し、
おとず ぜんかい

旅人は大いに喜び、恩に報いるために薬の製法を伝授したこ
おん むく せいほう でんじゅ

とによるとされる。この製法に従って調合した薬を「龍虎圓」
したが りゅう こ えん

と名付け、近隣に施したところ、とても良く効いたそうで
きん りん ほどこ き

ある。その後、天保2年(1831)第7代犬伏九郎左衛門（直五郎）
てんぽう

は、当時の徳島藩医橘 春 庵と相談し、龍虎圓の処方に改
たちばなしゆんあん し ょ ほ う

良を加え、薬名を「敬震丹」と改め、気付薬として販売した
はんばい

ところ、幕末には他国から薬を求めて訪れるようになり、そ
ばくまつ

の経営は隆盛を極めた。その後、さらに処方に改良を加え、
けいえい りゅうせい きわ

明治時代中期に現在の処方となった。
げんざい

犬伏家敬震丹でなお栄え

中
富
に
犬
伏
左
近
の
墓
祀
り
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〔用語の解説〕

◆政所：藩政初頭（関ヶ原の戦前）は庄屋のことを政所と称した。
はんせい せき が はら しょう や しょう

政所をつとめたのは中世この方、村方にいて武士的な存在であ
ぶ し そんざい

った有力者の多くが兵農分離の結果政所となったことに注目し
ぶん り

ておきたい。

◆橘春庵：勝瑞村にいた藩の医師として知られた人物。
はん い し

◆敬震丹：薬草を調合した気付薬で、特効薬として全国に名を轟
とっ こ うやく とどろ

かせた漢方薬。犬伏製薬では、現在でも広範な販路をもつ著名
せいやく こ うはん はん ろ ちょめい

な妙薬である。
みょうやく

（学習のポイント）
１ 「敬震丹」とはどんな薬であるかについて調べてみよう。

２ 善根宿という遍路慣行の特色は何かを調べてみよう。

３ 徳島県は製薬の盛んなところとして知られているが、犬伏製
薬の他にどんな製薬会社があるだろうか。

４ 「敬震丹」は、どんな病気に薬用効果があるか調べてみよう。

５ 「政所」という歴史用語について調べ、近世初期の村の中で
どんな役割を担った役職であったか発表しよう。
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風雪に 耐えて残りし 鹿の墓
ふ う せ つ た の こ し か はか

春日神社の前に鹿の姿 が陽刻された珍しい石碑がある。
すがた よ う こ く めずら せき ひ

この鹿は奈良の春日大社から海を渡って矢上の春日神社まで
な ら わた

絶えず往復していた神様の使者であったとされる。その鹿が
た おう ふく

ここで亡くなったとき、その死を惜しんで村人たちがこの石
な お

碑を建てたという伝承がある。付近は、正保期(1644～1648)
ひ でんしょう しょうほ う

玄賀上人によって開基された延寿院という寺の跡地であり、
げん が じょうにん かい き えんじゅいん あと ち

その境内に鹿の墓は建てられたという。延寿院は春日神社の
けいだい

宮ノ坊であったとされる。東光寺境内にも同型の碑があるが、

寛政期（1789～1801）に鹿園という講中で奉仕していた奈
かんせい こ う じゅう ほ う し

良の春日社より贈られた二頭の鹿が死んだときにそれぞれ延
おく

寿院と東光寺に埋葬したという言い伝えも残る。東光寺の鹿
まいそ う

の墓には寛政12年（1800）の紀年銘がある。伝承によると、
き ねんめい

子どもの百日咳などは、この鹿の墓にお願いすると直して
ひやくにちぜき

くれるといわれている。お願いするときには、鹿の好きな千

本のぼりを作って立てるらしい。

大和から阿波への使い鹿の墓 鹿の墓春日の神に見守られ
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〔用語の解説〕

◆延寿院：延寿院という寺名または庵名は、どの文献資料にも記
あん ぶんけん

載されていない。あるいは、修験関係の仏堂の存在も考えられ
しゅげん ぶつどう そんざい

るが、調べようがなく、伝承として 扱 うよりない。
あつか

◆鹿の墓：矢上の春日神社は、奈良の春日大社の末社で、大社か

ら末社に対する連絡に往来していた鹿の霊を供養するために在
れんらく おうらい れい く よう ざい

所の人たちが造立したと伝えるほか、この付近は藩の狩場で、射
ぞうりゆう はん かり ば い

殺された鹿の霊を弔うために建てたという異説もある。
とむら い せつ

◆宮ノ坊：神仏習合の時代には、神社の経営は宮ノ坊という寺院
しんぶつしゆうごう けいえい

の僧侶により行われていた。前記の延寿院がその宮ノ坊であっ
そう り ょ

たことも十分考えられる。

（学習のポイント）
１ 矢上の付近を調べて、鹿の墓が元あった場所を確認しておこ

う。

２ 延寿院という廃寺のことについて調べてみよう。

３ 鹿の墓に関わる伝説を集めてみよう。

４ 江戸時代にこの村が藩の狩場に近かったといわれるが、鷹狩
りと鹿の墓が関係するかどうか考えてみよう。

５ 町内に鹿の墓のほか、馬や犬の墓があることを調べてみよう。
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平城に 調米を納めた 秦真人
へ いじよう ちようまい お さ は た の ま ひ と

律令制の下では租・庸・調といわれる租税制度があった。
りつりようせい そ よ う ちよう そ ぜいせい ど

租は田一反につき2束2把の田租、庸は労役やその代納物とし
そ く わ でん そ ろ う えき だいのう

て布・錦・米・塩などが、調は繊維製品や代納品として地
ぬの にしき せん い せいひん

方の特産品が都に納められた。平城宮の発掘調査で「阿波
へいじようきゆう はつくつちようさ

国板野郡井隈戸主波多部足人戸・秦人豊日白米五斗」「阿波
は た べ の た り ひ と はたひとのとよひ

国板野郡井隈郷・戸主海部馬長戸同部」と記された木簡が出
あまべのうまなが もつかん

土している。これらは、その土地の特産物を納めた「調」に

付けた荷札で、井隈郷から白米が都に納められている。ここ

に記された秦氏は、古代の有力な渡来系の氏族で、高い財力
と らいけい ざいりよく

と技術力を持っており、山城国葛野郡(京都市太秦)を本拠と
ぎじゆつりよく やまじろ か どの うずまさ ほんきよ

して近畿一帯に土木や養蚕、機織りなどの技術を発揮して栄
きん き よ う さん はた お はつ き

えた。平安遷都に際しても秦氏の財力・技術力が重要であっ
せん と さい

たとする説もある。井隈郷においても秦氏はその技術力を発

揮し、主としてここでは米作が行われていたであろうことが、

この平城京出土の木簡から窺い知ることができる。
うかが し

平城京に復元された大極殿

平城京で出土した木簡

〔写真提供は奈良文化財研究所〕
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〔用語の解説〕

◆律令体制下の租税：日本の律令制においては、人民統治のため
と う ち

に戸籍と庸・調の税を徴 収するための台帳である計 帳が作成さ
こ せき ちようしゆう けいちよう

れ、毎年更新されていた。そして、国は戸籍をもとにして、一
こ う しん

定の資格を持つ者に対して一律の田を口分田として班給した。
し かく いちりつ くぶんでん はんきゆう

田地の班給を受けた者は、田祖を納税する義務を負い、庸・調
のうぜい ぎ む

なども負担する義務が課せられていたのである。
ふ たん

◆木簡：墨で文字を書くために使われた細長い木の板。紙が普及
すみ ふきゆう

するまではその代用品として使われており、用途により、文書
よ う と

木簡や付札木簡、その他の用途に使われた木簡に大きく分けら

れる。10世紀以降には文書木簡は見られなくなる。削って何度
い こ う けず

か使用できるのが特徴である。平城京で出土した「井隈郷」の
とくちよう

名が見える木簡は荷札として使用された付札木簡で、勝 瑞の発
しようずい

掘調査ではまじない札である呪符木簡やこけら経が出土してい

る。

（学習のポイント）
１ 律令制の時代に公民が負担した「調」というのはどのような

租税であったのだろうか。

２ 当時、阿波からはどのようなものが都へ納められていたのだ
ろうか。

３ 公地公民制について、土地制度としての特色を考えてみよう。

４ 当時の租税を負担した戸とは何かについて調べてみよう。

５ 「調」などの租税を平城京にどのようにして輸送したのかに
ついて調べてみよう。
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星かぶと 阿波軍団の よき遺物
ほ し あ わ ぐ ん だ ん い ぶ つ

星 兜とは、平安時代に発生した兜の一形式で、兜本体を
ほしかぶと

形成する鉄板を接ぎ留める鋲の頭を星と呼ぶところから星
つ と びょう よ

兜の名が付いた。この星兜は、宝暦年間(1751～1763)に、
ほうれき

吉野川に大水が出た後、小塚の川底から発見されたと伝えら
よ し の が わ こ づ か

れるもので、鉄五枚張星兜鉢といって兜鉢高11.4㎝、前後径
てつごまいはりほしかぶとばち

18.7㎝、を測る。その作られた時期は平安時代初期とされ、
はか

日本最古のものである。出土したいきさつには、井戸を掘っ
い ど ほ

たときに出たとする伝説もある。星兜は、小塚にあった観世
か ん ぜ

音菩薩を祀った小庵に保管されていたため「観音庵の星兜」
おん ぼ さ つ まつ しようあん ほ か ん かんのんあん

と呼ばれた。この兜は、江戸時代後期には藩の御用絵師によ
よ はん ご よ う え し

って描かれたり、藩の甲冑師によって鑑定されたりするなど、
えが かつちゆうし かんてい

人々に知られた存在となっていたようである。昭和59年2月9
そんざい

日に藍住町の有形文化財(工芸品)に指定され、保護されてい
ゆ うけいぶんかざい ほ ご

る。破損や腐植もあるが、元興寺文化財研究所で保存処理を
は そ ん ふし ょ く が ん ご う じ ほ ぞ ん し ょ り

施し、現在藍住町歴史館「藍の館」に展示されている。
ほどこ れ き し か ん て ん じ

現在の観音庵小塚から出土してきた星兜
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〔用語の解説〕

◆小庵：観世音菩薩を祀った小庵で観音庵と称したが、兜を置い
しょう

てあるので俗に兜庵といわれた。明治時代末に改築し、後に部
ぞく かいちく

落の集会所として利用されていたが昭和40年頃に取り壊された。
ごろ

現在は集会所が建てられている。

◆甲冑師：甲冑師とは、甲冑を製作する職 人のことで、具足師と
せいさく しょくにん ぐ そ く し

もいう。古墳時代から始まった甲冑作りは中世に入ると武士の
こ ふ ん ぶ し

時代になり、同時に日本独自の甲冑形式が成立した。そして、
ど く じ

戦乱の世に需要が増し、様々な形態の甲冑が誕 生したが、江戸
せんらん じゅよう ま けいたい たんじよう

時代に入り太平の世となると需要は激減した。明治時代には需
げきげん

要が無くなったため、甲冑師はその高い技術を工芸品に活かし、
ぎじゆつ い

海外に対して日本の加工技術の高さを示した。
しめ

（学習のポイント）
１ 平安時代の阿波や藍住町はどのような様子だったのだろうか、

いろいろな資料で調べてみよう。

２ 江戸時代の人々は、この兜に対してどのような評価をしたの
だろうか。

３ 実際に藍の館でこの星兜を見て、観察してみよう。

４ 甲冑の変遷について調べてみよう。

５ 保存処理とはどのようなことをするのだろうか、調べてみよ
う。
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存保は 風流踊りで 戦機待つ
ま さ や す ふ り ゅ う お ど せ ん き ま

天正6年(1578)の盆のころ、阿波三好氏を束ねていた十河
てんしよう ぼん そ ご う

存保は、勝瑞の館で京都から呼び寄せた風流踊りの芸能集団
まさやす やかた よ よ げいのうしゆうだん

に時代の先端をゆく踊りを演じさせている。舞台はもとより、
せんたん えん ぶ た い

見物席である桟敷も立派に設け、広く庶民に見学させていた
さ じ き り っ ぱ も う しょみん

ことが『三好記』に詳しく記されている。そのころは畿内で
くわ き な い

活躍した大叔父の三好康長が土佐の長宗我部元親の軍勢を阿
かつやく お お お じ と さ ち ょ う そ が べ も と ち か ぐんぜい

波から敗走させ平和を取り戻していたときで、踊りを見物し
と もど

た人々は夢のような世界を心から楽しんだらしい。この踊り
ゆめ

は伝統的な田楽などから発展したもので、その衣装や持ち物
でんとうてき はってん い し ょ う

にも華美の限りをつくし、見物人を感動させたといわれてい
か び かぎ

る。この資料にはそのことが一部分ではあるが具体的に書か
し り ょ う

れていて興味深い。その後、天正10年に勝瑞落城、同13年の
きょうみぶか らくじょう

蜂須賀家政の阿波入部で勝瑞の町は廃墟となり、町人の多く
は ち す か い え ま さ はいきょ

は徳島城下に移住するが、新天地で盛行した春日祭の大踊り
いじゅ う せいこう

は、勝瑞の風流踊りを再現したものと考えられている。
さいげん

都で流行っていた風流踊り

〔洛中洛外図屏風・上杉本

（米沢市上杉博物館蔵）〕

江戸時代の徳島の盆踊りを描い

た「徳島盂蘭盆組踊之図」

（個人蔵、写真提供は徳島市）
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〔用語の解説〕

◆風流踊り：風流とはもともと人目を 驚 かすような衣裳や物物を
おどろ いしょう

用い、観 衆を魅了するような大規模な芸能で、中世には京都や
かんしゆう みりよう だ い き ぼ

奈良などで人気を博していた。戦国期には武家社会にももては
な ら ぶ け

やされ、管領家の細川家でも風流のチームが結成され、将軍の
かんれい しようぐん

前でも盛大に演じたとされている。風流は武家の間にも盛んに
せいだい えん さか

演じられており、よく知られているのは豊臣秀吉の醍醐の花見
えん とよとみひでよし だ い ご

で演じたものであろう。京都では風流の芸能集団も活躍するよ

うになるが、勝瑞城で演じたのはこうした専 業の風流集団であ
せんぎよう

った。そのときの詳しい記録は福島玄清の『三好記』にあり、

そこには見物した人々を大いに興奮させたことが記されている。
こうふん

このことが、後に徳島城下で組踊り(風流躍り)を盛行させる背

景となったのだろう。

（学習のポイント）
１ 十河存保について調べてみよう。

２ 風流踊りとはどんな踊りであったか、その芸態について調べ
てみよう。

３ 天正6年というのは阿波三好氏にとってどのような年であっ
たかを調べてみよう。

４ 『三好記』の風流踊りに関する部分をよく読んでみよう。

５ 勝瑞の風流踊りを継承したとされる徳島城下の大踊りについ
て、文献で調べてみよう。
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見事にも 第十の堰は 杭でもつ
み ご と だいじゆう せ き く い

昔の物資輸送は陸上よりも水上が生産地と藩の中心市場を
ぶ っ し ゆ そ う はん

結ぶ有利な方法であった。徳島藩では吉野川や那賀川とその
よ し の が わ な か が わ

支流の河川交通は、藩の経済を支える重要な輸送路であった。
し り ゅ う か せ ん けいざい さ さ ゆ そ う ろ

ところが吉野川の本流は旧吉野川で、現在の板野・名西両郡
きゅうよしのがわ げんざい

では別宮川など水量の乏しい河川が流れてはいたが、徳島
べ つ く が わ とぼ

城下と中上流域を結ぶ水上輸送は不可能であった。そこで
じよう か ちゆうじようりゆういき ふ か の う

第十村と姥ヶ島村の境に水路を設け、旧吉野川から別宮川
う ば が し ま さかい も う

に分水した。すると別宮川が本流となり、城下と上流一帯と

の商品輸送の困難は解決した。これが寛文期のことである。
こんなん かいけつ かんぶん

しかし今度は、分水で水量が激減した旧吉野川流域農村で水不
げきげん

足と干害で耕作に支障が生じた。そして、流域の村々から嘆願
かんがい こ う さ く し し ょ う たんがん

が藩に寄せられ、分水量調節を図るために第十堰が構築された。
よ はか だいじゆうぜき こ う ち く

当時の技術を駆使して、堰は杭と蛇篭で基礎固めをしている。
ぎじゅつ く し じゃかご き そ

「じいさんばあさん杖でもつ、第十の堰は杭でもつ」とは建設
づえ けんせつ

当時の元禄のころから最近までよく耳にした古諺である。
げんろく こ げ ん

松の杭打ちて第十の堰残る 第十の樋門で洪水調整し
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〔用語の解説〕

◆杭でもつ：第十堰は今も構築時の杭をもって堰を基本的に固定
き ほ ん てき

している。堰の構造は松の杭を深く打ち込み、上部の構造を支
こうぞう う こ こうぞう

えている。しかし杭だけでは巨大な水圧によって、杭の間に詰
きょだい すいあつ

めた礫が押し流されてしまうので、粘 着 力の強い菰で作った大
れき お なが ねんちやくりよく こも

きい網を石に被せて蛇篭を作り、それを杭の間に沈めて杭の本
あみ かぶ しず

来の力を保護する役割を担わせている。現在、第十堰の上部は
ほ ご やくわり にな

たびたびの補修でコンクリートも使用しているが、その基礎構
ほしゅう

造は一貫して杭と杭の間に詰められた蛇篭である。そうした意
いっかん つ

味で、第十堰は今日でも杭で持ちこたえているのである。

（学習のポイント）
１ 『板野郡誌』や『藍住町史』などから、第十堰がつくられた

理由についてまとめてみよう。

２ 元禄のころに河川に堰をつくる技術にどのような方法があっ
たかについて調べてみよう。

３ 吉野川下流域の地形図をよく調べて、大小河川がどのように
利用されてきたかについて考えてみよう。

４ 『吉野川事典』（農文協）という本から、大正期までの吉野川
がどのように流域住民と深く関わってきたかについて調べてみ
よう。

５ 昔、藍住町の特産品であった藍玉が、どのようにして藩外に
出荷されていたかについて調べてみよう。
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紫の 衣で大震 喝を入れ
むらさき ころも だ い し ん か つ

大震慧旦は10歳で徳島城下興源寺大室和尚の下で剃髪、修
だいしん え たん こ う げ ん じ だいしつおしよう ていはつ しゅ

行の後18歳で見性寺に入る。その後に諸国を遍歴して卓州
ぎょう けんしょう じ し ょ こ く へんれき た くしゅう

・隠山・行応ら諸師に参じ修行を積み、40歳となり見性寺
いんざん ぎょうおう し ょ し

に落ち着くと、藩命で見性寺の方丈と庫裏を再建すると、五
はん ほうじよう く り さいけん ご

祖録会を講じるが諸国から200もの雲水が見性寺に集い盛況
そ ろ くかい こ う うんすい つど せいきょう

であったと記録されている。その後は興源寺住僧で大本山
じゅうそ う

の京都妙心寺に再三住した玉澗元寔が病床にあったため、
みよ う しんじ さい さん ぎよつかんげんぜ びょうしょう

大震は見性寺と興源寺を往復して多忙を極めた。嘉永3年(18
おう ふく た ぼう きわ か えい

50)に勅命によって妙心寺管長として大本山に住し紫衣を
ちょくめい かんちょう

賜っている。退任後の同7年には京都東山の高台寺(本山は
たまわ たいにん こ う だい じ

建仁寺)から招請されて雲水の指導にあたったが、安政3年(1
けんにん じ しょうせい あんせい

856)に帰藩すると、74歳のとき見性寺8世を嗣法の承応慧念
す ほう じようおうえねん

に託して隠居したが、明治3年8月17日に示叔、79歳であった。
た く いんき ょ し じ ゃ く

見性寺は本来阿波三好家の菩提寺で、現在庫裏横の歴代住僧
ぼ だい じ げんざい

墓地の中に、大震の墓は他を圧して建てられている。

見性寺境内にある大震和尚の墓 現在、勝瑞城跡に立つ見性寺
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〔用語の解説〕

◆大震慧旦(1792～1870)：興源寺の大室朝公の下で剃髪。8年間の修

行の後に文化6年(1809)、見性寺に移る。その後に美濃・尾張・備前
うつ み の お わり び ぜん

・伊予に出て修行を積み、36歳で興源寺に帰ると、玉澗禅師を補佐
い よ ほ さ

する。さらに、見性寺に帰ると中興して活躍、安政6年(1859)に大
ちゅうこ う かつやく

本山妙心寺勅 住となり、万延元年(1860)に見性寺に帰住した。
ちよくじゆう まんえん

◆玉澗元寔(1771～1856)：京都に生まれ、16歳のとき興源寺に入

って剃髪。20歳のとき雲水の旅に出て、備中・武州で修行に励
びっちゅう ぶ しゅう はげ

んだ後に京都に帰り、竜安寺で修行した。30歳で興源寺に帰る
りょうあん じ

と、隠山和尚の下で印可を受けると天下に文字禅を宣揚、文政
いん か ぜん せんよう ぶんせい

期には諸国から雲水が玉澗の下に参じたという。その後、妙心

寺に住んだ後興源寺に住したが、安政3年(1856)に83歳で遷化。
せん げ

◆興源寺：徳島城下町に接する大岡村にあり、臨済宗妙心寺派の中本
じょう か まち せっ おおおかむら りんざいしゅう は

山で、蜂須賀家の菩提寺。寺領550石、境内に歴代藩主の廟所がある。
はち す か ぼ だい じ りょう けいだい

◆紫衣：諸宗の大本山では、その住 職(現在の管長)決定は勅命に
しょ そう じゅうしょく

よることとなっていた。その場合は法要など公式行事のとき着

用するのが紫の衣で、宗門の最高位であることを象徴した。
しゅうもん しょうちょう

◆高台寺：京都市東山区下河原通八坂にある臨済宗建仁寺派の古
しもがわらどおり こ

刹。慶長10年(1605)、北政所が豊臣秀吉の菩提を 弔うために
さつ けいちょう まんどころ とよとみひでよし とむら

徳川家康の援助を得て創建。当時の堂宇として開山堂と霊屋(い
と くがわ えんじょ そうけん どう う たま や

ずれも国重文)がある。

（学習のポイント）
１ 見性寺はどんな理由で、またいつごろ現在地に移建されたの

だろうか。

２ 興源寺や妙心寺の歴史を調べ、大震がこの2寺との関係がど
うなっていたかについて考えてみよう。

３ 興源寺の玉澗禅師について調べ、大震との関係について考え
てみよう。

４ 妙心寺の管長となった阿波出身の禅僧について調べてみよう。

５ 「紫衣」について調べ、その歴史上における意味について考
えをまとめてみよう。
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目もさめる 花鳥を描いた 天井絵
め か ち よ う え が て ん じ よ う え

正法寺は、近世初頭まで正岡寺という禅寺であった。慶長
し よ う ぼ う じ しょうこ う じ ぜんでら けいちょう

5年(1600)の関ヶ原の合戦直後に改めて阿波国を拝領した至
せ き が は ら あ わ はいりょう よ し

鎮は、大坂方に味方して敗退した赤松則房の旧領も藩領に
しげ はいたい あかまつ のり ふさ きゅうりょう はんりょう

加えられたので、この地を幕府に願い出て敬台夫人の化粧料
ば く ふ きょうだい けしょうりょう

とした。熱烈な法華信者で正岡寺を法華宗に改宗すると、藩
ねつれつ ほ っ け ほっけしゅう かいしゅう はん

では正法寺に寺領を与え、寺の経営が成り立つようにしてい
じ り ょ う あた けいえい

る。この寺の本堂内陣は見事でその荘厳の一切は藩の絵師な
ないじん そうごん いっさい え し

どに命じて仕上げたものが今もそのまま残されている。蜂須

賀家は元和元年に至鎮が若くして病死すると、嫡子の忠英が
げん な わか ちゃくし ただてる

襲封するが、忠英は海部騒動などで苦しい事態を乗り越え
しゅうふう かい ふ そ う ど う じ た い の こ

なくてはならなかった。そこで敬台院は幕閣を説くなどして、
ばっかく

忠英を力強く支えて活躍し、藩の基礎固めに大きく貢献する
き そ こうけん

が、そのことは殆ど知られていない。なお、正法寺には敬
ほとん

台院画像や忠英と敬台院の親子位牌もあって注目されてい
が ぞ う い は い

る。

矢上には天井絵のある正法寺 正法寺至鎮夫人のゆかり寺
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〔用語の解説〕

◆赤松則房(?～1598)：播磨守護赤松氏の嫡 流。四国征伐には蜂
は り ま し ゅ ご ちやくりゆう せいばつ はち

須賀正勝・家政父子とともに阿波で活躍し、住吉に城を持ち1万
す か ま さ か つ いえまさ すみよし しろ

石の領地を秀吉から与えられた。世嗣がなかったので、家政の
り ょ うち ひでよし よ つぎ

口添えで細山帯刀を養子としたが、赤松家は置塩党と帯刀党に
ほそやまたてわき

二分して内紛を生じ、則房は大坂に出て非業の死を遂げた。関
ないふん ひ ご う と

ヶ原の合戦後は住吉藩が廃され、全て蜂須賀氏の所領となった。

◆内陣：寺院本堂の法会などを 営 む寺の中心的な仏間を内陣とい
ほ う え いとな ぶ つ ま

い、その奥に須弥壇を設けて本尊仏などを安置する最も神聖な
しゅ み だん

空間。内陣の外側を外陣と称する。
がいじん

◆海部騒動：寛永10年(1633)、海部郡の知行地をめぐる益田長
かんえい

行の不正が蜂須賀家の役人によって摘発され、長行はその

ことにより、改易処分となり名西山分に押し込まれていた。長
かいえきしょぶん お こ

行はそれを恨み、義弟を利用して蜂須賀家の不正を公儀に訴え
こ う ぎ

た。そのため、長行と仕置家老長谷川貞恒が老中列座の席で対
さだつね れ つ ざ

決。その結果、蜂須賀家不正の訴えは老中の裁定で退けられ、
さいてい しりぞ

長行父子は忠英に預けられることとなり、事件が起きた10年余
あず

り後の正保期になってやっと事件は解決した。

（学習のポイント）
１ 正法寺の本堂内陣の天井絵（龍天井も含む）をよく見て、そ

の由来や特色について調べてみよう。

２ 赤松領について調べ、滅亡までの経過をまとめてみよう。

３ 正法寺本堂に安置されている聖観音菩薩像の由来を調べてみ
よう。

４ 2代藩主に危機をもたらした海部騒動について『徳島県史』
第2巻などで調べてみよう。

５ 敬台院の事歴について調べ、徳島藩の危機から救った理由に
ついて考えてみよう。
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持隆の 運命くるわす 竜音寺
も ち た か う ん め い り ゅ う お ん じ

阿波守護細川持隆は、足利義栄を立てて上洛しようと計画
あ わ し ゅ ご あしかがよしひで じようらく

したが三好義賢に反対され、その志を果たすことができなか
よしかた

った。そのため持隆は義賢殺害を企てるが、その計画は
くわだ

四宮与吉兵衛によって義賢に伝えられた。天文22年(1553)6
し の み や よ き ち べ え てんぶん

月、義賢は先手を打って兵二千余騎を潜ませ、与吉兵衛を使
き ひそ

いにして持隆を川遊びに誘い出した。持隆は、反 逆とは夢
さそ はんぎやく ゆめ

にも思わず、居合わせた百名ほどを召し連れて川沿いの竜音
い あ め か わ ぞ

寺に遊山に出かけた。そこで義賢は潜ませていた兵に持隆を
ゆ さ ん

襲わせ、見性寺にて切腹に追い込んだ。これが世にいう
おそ け ん し ょ う じ せっぷく お こ

「勝瑞騒動」である。この事件により細川氏の守護支配は
しようずいそうどう じ け ん し は い

実質的に終わりを告げ、阿波の実権は三好氏に移行すること
じっしつてき じっけん い こ う

となる。義賢は阿波守護に持隆の子真之を推戴するが名目的
さねゆき すいたい

なものであった。また、与吉兵衛については一時自らの知行

の一部を与えたが、持隆を裏切った行為を不忠として一年後
あた う ら ぎ こ う い ふちゅう

に成敗されたそうである。

丈六寺にある持隆の墓

持隆は川遊びに誘い出され義賢の

手勢に襲われた。
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〔用語の解説〕

◆細川持隆(1497～1553)：永 正9年(1512)、父之持の死去により家
えいしよう

督を継ぎ、阿波守護となった。管領の細川晴元をよく補佐し、
つ かんれい ほ さ

享禄4年(1531)には軍を率いて和泉に渡海し、高国の討伐戦(大
きようろく ひき い ず み と か い とうばつ

物崩れ)で功績を挙げた。
く ず れ こうせき

◆足利義栄(1538～1568)：室町幕府の第14代将軍。阿波国平 島 荘
むろまちば く ふ しようぐん ひらしまのしよう

で生まれ、細川氏や三好氏の支援を受けた。永禄11年(1568)、
し え ん えいろく

三好三人衆の出挙により将軍に就 任したが、入京することなく
しゅう しゆうにん

同年9月に病死した。

◆竜音寺：戦国期に勝瑞にあった寺。享保7年(1722)、見性寺再建
きようほう さいけん

にあたり竜音を山号、見性を寺号とした。

◆細川真之(1538～1584)：天文22年(1553)、勝瑞騒動により持隆

没後、三好義賢により阿波守護に推戴された。三好氏には大い
ぼ つ ご

に不満を持ち、天正6年(1578)には反三好勢 力と結び長治を討っ
せいりよく

た。

（学習のポイント）
１ 細川持隆が足利義栄を立てて上洛しようとした背景を調べて

みよう。

２ 竜音寺や見性寺はどの位置にあったのだろうか。伝承などを
古老から聞いてみよう。

３ 「勝瑞騒動」は下克上の典型的な事件であるが、この時代、
各地でおこった下克上の事件を調べてみよう。

４ 義賢は何故、持隆殺害後にその子を守護に推戴したのだろう
か。

５ 主君を殺害した義賢の行為や、裏切った与吉兵衛の行為、与
吉兵衛を殺害した義賢の行為についてどのように感じたか話し
合ってみよう。
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鑓場には 久米義弘の 義戦跡
や り ば く め よ し ひ ろ ぎ せ ん あ と

天文22年(1553)、阿波守護細
てんぶん あ わ し ゅ ご

川持隆が家臣の三好義賢に自害
もちたか よしかた

に追い込まれるという、事件がおこった。この事件に対して
お こ じ け ん

義賢に兵を挙げたのが持隆の忠義な家臣であった芝原城主
ちゅ うぎ しばはら じょうしゅ

(徳島市国府町)、久米安芸守義弘である。義賢は義弘の娘 婿
く め あ き の か み よ し ひ ろ むすめむこ

であったが、義賢を討ち取って主君持隆の心を慰めようと
う と なぐさ

考えたのである。世にいう「鑓場の義戦」である。花房城(徳
はなぶさじょう

島市上八万町)の仁木日向守高将や蔵本城(徳島市蔵本町)の
にきひゅ うがのかみたかゆき くらもとじょう

小倉美濃守重信、野田山城(徳島市上八万町)の野田内蔵助、
お く ら み の の か み し げ の ぶ の だ や ま じ ょ う の だ く ら の す け

佐野須賀城(徳島市国府町)の佐野丹後守平明らとともに兵を
さ の ず か じ ょ う さ の た ん ご の か み ひ ら あ き

挙げたが、戦いは多勢に無勢でことごとく討ち死にした。し
た ぜ い ぶ ぜ い う じ

かし、下剋上が世の常であったこの時代に行われたこの義戦
げ こ く じ ょ う つね

は、『阿州古戦記』では「細川頼春より国に道ある跡の名残、
よ りはる な ご り

この一挙にとどまりける」と賛嘆している。鑓場の古戦場は、
さんたん

徳島市国府町東黒田と藍住町東中富字大塚傍示の両方で言い
おおつか ほ う じ

伝えられている。

鑓場の古戦場に立つ石碑
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〔用語の解説〕

◆芝原城：徳島市国府町芝原の八幡神社と蔵珠院一帯に比定され
はちまん ぞうしゅいん ひ て い

る平城。天文年間に築城され、城主は久米義弘。
ひらじろ ちくじょう

◆久米義弘：先祖は伊予久米荘の出身といわれる。
せ んぞ い よ くめのしょう

◆花房城：徳島市上八万町花房の西本願寺山にあった平山城で、

仁木日向守高将の居城であった。
きょじょう

◆下剋上：下、上に克つの意味で、下位の者が上位の者を政治的、
か せいじてき

軍事的に打倒して地位や権力を侵すこと。「下剋上する成出者」
だ と う けんりょく おか

と二条河原の落書に詠われ、戦国時代の社会的風潮を象 徴する
に じ ょ う が わ ら うた ふうちょう しょうちょう

言葉ともされる。豊臣秀吉も典型的な下剋上により天下を取る
とよとみひでよし

に至った。
いた

◆阿州古戦記：宝暦5年(1755)に円志軒治延によって編纂された軍
ほうれき へんさん

記物。『阿波国徴古雑抄』所収。
あわのくにちょうこざっしょう しょしゅう

（学習のポイント）
１ 「鑓場の義戦」をおこした久米安芸守義弘の居城跡である芝

原城跡周辺に残る久米安芸守義弘に関する伝承を古老にたずね
てみよう。

２ 「鑓場の義戦」が与えた影響はどのようなものがあったのだ
ろうか。

３ 義戦といわれる戦いについて調べてみよう。

４ 鑓場の古戦場を訪れてみよう。

５ 「鑓場の義戦」跡地は、2箇所の伝承地があるが何故だろう
か。
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夢追って 京畿を制した 阿波の武士
ゆめ け い き せい あ わ ぶ し

建武3年(1336)、細川和氏・頼春兄
け ん む かずうじ よ りはる

弟は足利尊氏の命によって阿波に入っ
たかうじ

た。室町時代に入ると、細川氏は阿波
むろまち あ わ

守護に任命されたが、和氏から数えて
し ゅ ご にんめい

3代目に当たる頼之は、将軍義満の後
よ り ゆ き しょうぐんよしみつ

見役として招聘され、幕府の管領に
しょうへい ば く ふ かんれい

就任した。以後嫡 流(京兆家)は代々
しゅうにん ちゃくりゅう けいちょ うけ

管領に任ぜられ、斯波氏・畠 山氏と
にん し ば はたけやま

ともに三管領の一つに数えられる。

応仁の乱で細川勝元は東軍の総帥とな
おうにん らん そうすい

り、その子政元は明応の政変で10代将
ま さ も と めいおう せいへん

軍足利義材を 退 けて幕府の実権を
よ し き しりぞ じっけん

掌握した。また、細川氏の家臣三好氏
しょうあく

も畿内で活躍した。三好之長は特に軍
き な い かつやく ゆきなが

事面で細川氏を支え、着実に力を蓄
さ さ たくわ

えていく。之長没後は孫の元長が跡を
あと

継ぐが、元長は堺 幕府の中心的存在
つ さかい そんざい

として幕政を大きく左右するまでにな
ばくせい

る。さらに子の長慶は天文22年(1552)、
ながよし てんぶん

将軍義輝を近江朽木に追いやり、自ら
よしてる お う み く つ き

が最高権力者として約5年半にわたり
けんりょく

畿内を直接支配した。このように、室町時代は阿波の武将
ちょくせつ し は い ぶ し ょ う

が京畿を支配した時代でもあった。

三好長輝像（見性寺蔵）

三好長基像（見性寺蔵）
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〔用語の解説〕

◆細川和氏(1296～1342)：室町時代の初代阿波守護とされる。

夢窓疎石を招き補陀寺を開くなど、秋月守護所の整備に努めた。
む そ う そ せ き まね ほ だ じ せいび

◆細川頼春(1304～1352)：兄、和氏と共に阿波に入り、和氏を補佐
ほ さ

した。1338年には阿波国と備後国の守護となり、鎌倉時代の阿
び ん ご かまくら

波守護小笠原氏を傘下に治めた。
おがさわら さ ん か

◆京兆家：細川家の嫡流。京兆とは右京大夫の唐名であり、当主
とうみょう

が代々右京大夫に任ぜられたことに由来する。

◆足利義材(1466～1523)：室町幕府第10代将軍。細川政元と対立

して将軍職を廃され幽閉されたが、脱 出して京都回復・将軍復
しょく はい ゆうへい だっしゅつ かいふく ふく

職をめざして各地で亡命生活を送る。一時将軍職に復帰するが
しょく ぼうめい ふ っ き

細川高国に追われ 再 び将軍職を失う。最後は阿波で死去した。
たかくに ふたた

◆三好之長(1458～1520)：細川氏の家臣として仕え、応仁の乱で

初陣を飾る。強力な軍事力で細川氏を支え、後に三好氏が畿内
ういじん かざ

で活躍する地盤を築いた。
じ ば ん きず

◆足利義輝(1536～1565)：室町幕府第13代将軍。幕府権力を取り
と

戻そうと奔走したが、松永久秀と三好三人衆によって殺害され
もど ほんそう まつながひさひで しゅう

た。

（学習のポイント）
１ 応仁の乱と阿波武士との関係を調べてみよう。

２ 室町幕府の中で、細川氏はどのような役割を担っていたか調
べてみよう。

３ 阿波公方について調べて話し合おう。

４ 三好之長や元長が畿内で活躍するようになった背景を調べて
みよう。

５ 堺幕府と三好元長、長慶の関係を整理し、発表してみよう。
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至鎮が 愛でた臥竜の 梅の坊
よ し し げ め が りゅう う め ぼ う

蜂須賀至鎮は徳島藩初代藩主、その正室は将軍家から政
は ち す か よ し し げ と く しま はん しょうぐん け せい

略結婚で嫁した敬台夫人。大坂冬の陣の活躍はめざましく、
りゃくけっこん か きょうだい じん かつやく

その戦功で淡路国(7万余石)を江戸幕府から加増され、25万
あわ じ え ど ばく ふ か ぞう

余石の大大名となった。また文芸や風情を愛する文化人でも
ふ ぜい

あり、毎年の春先には徳命の梅の坊(千光寺)に咲き誇った臥
さ ほこ が

竜梅を好み、観梅を心から楽しみつつ、和歌や俳句も残し
りゆうばい はい く

ている。臥竜梅は1本の大木から大きく周囲に枝を張り、梅
えだ は

の坊には境内いっぱいに花を咲かせ、その芳香は付近一帯に
けいだい さ ほう こ う

漂っていたと伝えられている。至鎮主従の一団は、徳島城
ただよ しゅじゅう いちだん

の内濠となっていた助任川から舟を出し、吉野川を 遡 って
う ち ぼり すけ と う がわ ふね だ よし の がわ さかのぼ

名田の湊に上陸すると梅の坊は近く、手頃な観梅を楽しむ
みなと て ごろ

ことができた。戦いと、領内の支配を強化するため多忙な日
りょうない し はい た ぼう

々に明け暮れていた至鎮の心を、この臥竜梅がどれほど癒し
あ く いや

たことか。この寺院の現在の梅は、至鎮の時代から3代目の
げんざい

ものであると伝えられている。

徳命の臥竜の梅は千光寺 千光寺観音堂も梅の中
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〔用語の解説〕

◆蜂須賀至鎮(1586～1620)：関ヶ原の合戦には徳川家康の旗下で
せき が はら

戦い、父家政が豊臣家に返上した阿波を改めて拝領。徳島藩初
いえまさ とよ とみ あ わ はいりょう

代藩主。慶長19年(1614)の大坂冬の陣での先行は顕著で、家康
けいちょう けんちょ

・秀忠から七感状を得た。大坂夏の陣後の元和元年(1615)に淡
ひでただ かんじょう げ ん な

路国7万石が加増され、25万石余りの大大名となり松平姓を許さ
あま せい ゆる

れている。

◆加増：幕藩体制下の家臣たちは、将軍・大名から拝領する知行
ばくはんたいせい しょうぐん

に対し軍役を負担してその御恩に報いた。領主は家臣の格別の
ぐんえき ふ たん ご おん むく りょうしゅ かくべつ

功績に対して知行を増やして報いている。こうした増加分の知
こ うせき ふ ぞう か ぶん

行をあてがうことを加増という。

◆臥竜梅：1本の梅から枝が四方に伸び、龍が臥したような見事な
の りゅう ふ

枝振りで咲き誇っていたのが千光寺の梅であったという。しか
えだ ぶ

し、大正期には枯れてしまったようで、現在は普通の梅が植え
か ふ つう

られている。

◆梅の坊：近世初頭までは、千光寺を梅の坊と呼んでいたといわ
よ

れている。

（学習のポイント）
１ 徳命の千光寺とその周辺を歩いて400年ほど以前の当地の様

子について調べてみよう。

２ 蜂須賀至鎮の行状を調べよう。

３ 大坂冬の陣における蜂須賀家主従の大活躍を伝える資料を探
してみよう。

４ 臥竜梅はどのような梅であったか、植物図鑑などを利用して
まとめてみよう。

５ 敬台夫人は梅の坊で至鎮を毒殺したという誤った伝承がある。
なぜ、そのような誤説が信じられてきたかについて考えてみよ
う。
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落城の 哀感伝える 義冢の碑
ら く じ ょ う あ い か ん ぎ ち ょ う ひ

現在、勝瑞城跡に立つ勝瑞義
げんざい し ょ う ず いぎ

冢碑は、もとは100ｍほど北の持
ちょ うひ じ

明院跡の墓地にあったものを昭和初期に見性寺の境内に移
みょういん ぼ ち け ん し ょ う じ けいだい うつ

してきたといわれる。正面に「勝瑞義冢碑」と彫られ、他の
ほ

三面には阿波三好氏の盛衰が漢文で詳しく書かれている。こ
せいすい くわ

の一文は、徳島藩の儒学者で四国正学と称された那波魯堂
と く し ま はん じゅが く し ゃ し こ く せ い が く しょう な ば ろ ど う

が、勝瑞村の庄屋であった岩佐谷助の依頼によって書いたも
し ょ う や い わ さ や す け い ら い

ので、三好家主従の敗戦と離散した歴史を惜しみ、また戦死
しゅじゅう り さ ん お

者を弔うために天明三年(1783)に造立された。碑には、ま
とむら てんめい ぞうりゅう

ずこの地方の水害による堤防工事にあたって多くの遺骨が
ていぼう い こ つ

発掘されたことが記されている。次に勝瑞城に拠る細川・三
はっくつ よ

好両氏の抗争と興亡や天下の形勢について、また長宗我部氏
こ う そ う こ う ぼ う けいせい ち ょ う そ が べ

の侵攻と勝瑞の壊滅について記し、遺骨の出る原因について
し ん こ う かいめつ げんいん

述べている。そして、最後に無縁仏の供養のために墓を築造
の むえんぼとけ く よ う はか ち くぞ う

したことと、そのことによる霊験に期待することが記されて
れいげん

いる。その碑文は名文であると親しまれてきたのである。
ひ ぶ ん

落城の濠に義冢の影写し

三
好
氏
の
離
散
を
惜
し
む
義
冢
の
碑
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〔用語の解説〕

◆持明院跡：勝瑞城跡から濠を隔てた北側に墓地があるが、ここ
ほり へだ

が持明院跡である。蜂須賀家政の阿波入部直後に勝瑞の地にあ
は ち す か い え ま さ

った大半の寺院は徳島城下に移された。そのとき持明院は名西
じょうか うつ

郡入田村(現、徳島市)の建治寺と併合して寺町の現在の還国寺
こ ん じ じ へいごう げ ん こ く じ

の位置に移るが、その後寛永期に再度移転する。明治維新の廃
うつ かんえい さ い ど い て ん い し ん はい

仏毀釈で廃寺となったが、薬師堂が残った。それが今日の常慶
ぶつきしゃく は い じ や く し ど う つねけい

院である。また、方丈の庭も残っており、現在は天理教徳島教
ほうじょう

区の庭となっている。

◆那波魯堂(1727～1789)：江戸時代中期の儒学者で播磨国姫路の
は り ま ひ め じ

出身。徳島藩11代藩主蜂須賀治昭に招かれて藩儒として活躍し、
はんしゅはち す かは る あ き まね かつやく

「四国正学」と称された。著書『学問源 流』は朱子学擁護とい
ちょしょ げんりゅう し ゅ し が く よ う ご

う当時の時代の要請とその分かりやすい文章から、江戸時代を
ようせい

通じて何回か刊行され、明治以後も活字本として刊行されてい
かんこう

る。

（学習のポイント）
１ 勝瑞義冢碑にはどのようなことが書かれているのだろうか。
実際に読んでみよう。

２ 勝瑞義冢碑は何故建てられたのだろう。

３ 勝瑞義冢碑が建てられた頃には、細川氏・三好氏の歴史はど
のように伝わり、どのように考えられていたのだろうか。

４ 那波魯堂について調べてみよう。

５ 那波魯堂の著作にはどのようなものがあるだろうか。その書
を読んでみよう。
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龍池には 安全願う 高地蔵
りょう じ あ ん ぜ ん ねが た か じ ぞ う

東中富字龍池の県道に沿った旧
そ きゅう

道に大きい高地蔵が往来する人々の安全を見守っているかの
ど う おう らい

姿で立てられている。この地蔵尊は安政元年(1854)11月5日
すがた じ ぞうそん あんせい

の安政南海道地震の死者を供養するために建てられたもので
あんせいなんかいど う じ しん く よ う

ある。そのころ、旧吉野川に臨む藍玉の積み出しや、金肥の
のぞ きん ぴ

陸揚げで賑わっていたカクジの浜という川 湊がこの付近に
り く あ にぎ はま かわみなと

あった。その湊は地震の時の液状化現象で潰され、在来の機能
えきじようかげんしよう つぶ ざいらい き の う

を失ってしまったそうである。そのとき農家の多くと畑も大

きい被害を受けて、周辺部の景観は一変してしまった。その
ひ がい

後に龍池付近の人々は、藍玉は名田まで陸路で運び、船に積
つ

み込むようになったそうである。この地は安政南海地震だけ
こ

でなく、毎年のような洪水でも多くの被害を被ったので、
こ う ずい こうむ

この付近一帯には大小の地蔵尊が建てられ、犠牲者の霊を弔
ぎ せいしゃ れい とむら

う風習が定着した。こうして今も多くの地蔵尊が在所の人た
ざいし ょ

ちによって祀られている。
まつ

川
舟
の
安
全
願
う
高
地
蔵

舟運が阿波の暮らしを栄えさす
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〔用語の解説〕

◆高地蔵：地震や洪水などの大災害が発生すると、地元の人々は
だいさいがい

災害からの復興に努めるとともに、犠牲者を供養し 再 び災害が
さいがい ふっこ う ふたた

発生しないようにと人目につきやすい往還道沿いや辻などに見
おうかんどう ぞ つじ

上げるような高地蔵を造立している。これらの地蔵尊の多くは、
ぞうりつ

今も香火が供えられ、在所の人々の信仰の対象となっているも
こ う か そな しん こ う

のが多い。

◆安政南海地震：安政3年（1854）11月4日、遠州灘を中心とする
えんしゅうなだ

マグニチュード8.4の東海大地震が発生、翌5日には同規模の南
よく どう き ぼ

海大地震が紀伊水道を震源に発生、さらに7日には伊予灘でマグ
き い す い ど う しんげん い よ なだ

ニチュード7.4の地震が発生した。この3つの地震が相次いだた

め、合計2,600人の死者が出たうえ、全壊と流失家屋、焼失家屋
ぜんかい

は8万件余となったとされている。

◆カクジの浜：旧吉野川に設けられていた川湊の一つで、東中富
も う

村などの藍玉を積み出し、大量の金肥などの積み入れ港となっ

ていた。

（学習のポイント）
１ 安政の南海大震災について調べてみよう。

２ カクジの浜の位置について、付近の人たちに尋ねてみよう。

３ 地震や洪水などで犠牲者が出ると、その霊を弔うために地蔵
尊を建てた理由を調べてみよう。

４ 町内の地蔵尊を調べ、その特色についてまとめてみよう。

５ 龍池付近にある地蔵尊の写真を集め、それぞれ建てられた理
由や背景を考えてみよう。
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るいるいと 土塁めぐらす 勝瑞城
ど る い しようずいじよう

天正3年(1575)、土佐統一を果たした長宗我部氏は讃岐・
てんしよう と さ と ういつ ち よ う そ が べ さ ぬ き

伊予・阿波への侵攻を開始した。阿波の三好方は、同年に
い よ あ わ し ん こ う

海部城(海陽町)を陥され、天正5年(1577)には大西城(三好市)
かいふじよう おと おおにしじよう

を占拠されるなど、軍事的な緊張が一気に高まった。当時の
せんきよ きんちよう

勝瑞の主であった十河存保は天正9年(1581)、同族の三好康長
そ ご う ま さ や す やすなが

を通じて織田信長に救援を依頼したが、このとき、羽柴秀吉
お だ の ぶ な が きゆうえん い ら い は し ば ひでよし

からは長宗我部氏の阿波侵攻に対して勝瑞の守りを固める

必要性が書き送られてている。発掘調査により、勝瑞城は16
ひつようせい はつくつ ち よ う さ

世紀末に築かれた城で、上幅13ｍ・深さ2ｍ以上の濠ととも
きず はば ほり

に基底部幅12.5ｍ・高さ2.5ｍの土塁が巡らされていた堅固
き て い ぶ めぐ け ん ご

な防御施設であったことが確認された。このことから、長宗
ぼうぎよ し せ つ かくにん

我部氏の勝瑞侵攻に際して築かれたものではないかと考えら
さい

れている。勝瑞城跡は今は三好氏の菩提寺である見性寺の
ぼ だ い じ け んし よ う じ

境内となっているが、濠が巡り、土塁も一部残っており、当
けいだい めぐ

時の面影を偲ばせている。
おもかげ しの

勝瑞の城跡巡る残土塁 主無き勝瑞城址にサツキ咲く
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〔用語の解説〕

◆長宗我部元親(1539～1599)：土佐の国人から戦国大名に成長し

た武将で、伊予河野氏や阿波三好氏と戦い、四国を制覇した。
ぶしよう こ う の せ い は

一領具足といわれる兵農分離前の武装農民や地 侍を対象に編成、
いちりょうぐそく へいのうぶんり ぶそうのうみん じざむらい へんせい

運用した半農半兵の兵士を動員して勢 力を拡大した。天正13年
はんのうはんへい せいりよく かくだい

(1585)には四国をほぼ統一したが、同年、豊臣秀吉の四国征伐に
とよとみひでよし せいばつ

降伏し、土佐一国のみを安堵される。
こうふく あ ん ど

◆見性寺：岩倉(美馬市脇町)にあった宝珠寺を永 正年間に三好元
わきまち ほうじゆ えいしよう

長が父之長の菩提のため勝瑞に移して見性寺と改めたとされる。
ゆきなが ぼ だ い うつ

天正年間の戦乱により荒廃したが延宝年間に中興、当時は現地
せんらん こうはい えんぽう ちゆうこう げ ん ち

より西方にあったが享保7年(1722)に勝瑞城跡に移転された。臨
きようほう い て ん りん

済宗妙心寺派で本尊は釈迦如来。
ざいしゅうみょうしんじは

◆勝瑞城の濠：勝瑞城跡の濠は、発掘調査によるとさらに複雑に
ふくざつ

広範囲に広がる。勝瑞城跡の南側の県道沿いや勝瑞館跡では縦横に
こ う は ん い

延びる大規模な濠跡が見つかっている。藍住町域は、度々吉野川の
の だ い き ぼ たびたびよしのがわ

氾濫による洪水に見舞われているが、勝瑞城の濠は防御施設として
はんらん こうずい み ま

だけでなく、城下の治水の役割も果たしていたであろう。
じようか やくわり

（学習のポイント）
１ 勝瑞城跡は、今どのようになっているのか実際にみてみよう。

２ 勝瑞城跡の発掘調査で出土した遺物や遺構について調べてみ
よう。

３ 勝瑞城跡からは大量の瓦が出土しているが、その意味を考え
てみよう。

４ 勝瑞城跡の濠は、人間の力で掘るとどのくらいかかるだろう
か。

５ 戦国時代の城郭の特色を調べてみよう。
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歴史上 新加制式 よく知られ
れ き し じ よ う し ん か せ い し き し

「新加制式」とは、三好氏がその分国統治の必要上家臣・
ぶ ん こ く と う ち

領民を統制するために制定した二十二条からなる分国法で、
りようみん と うせい せいてい じよう ぶんこくほう

家臣の篠原長房によって編纂・制定された。篠原長房は、三
しのはらながふさ へんさん

好氏の家中にあって重きをなした武将であり、三好義賢が
ぶ しよ う み よ し よ し か た

河内高屋城に移った後は阿讃支配は事実上長房に委ねられて
か わ ち たかやじよう うつ あ さ ん し は い ゆだ

いた。『三好別記』には、「実休(義賢)の旧臣篠原駟雲(長房)
み よ し べ つ き じつきゆう きゆうしん し う ん

才智あるゆえに、薬師という智者を崇敬して諸事を相談し、
さ い ち や く し ち し や すうけい し よ じ

式目を以訴訟を分、万事にわたくしなかりければ、諸人う
し き も く もつてそし よ う わかち ば ん じ しよじん

らみを存ぜざる。阿波・讃岐・淡路三カ国よくおさまり 候 」
ぞん あ わ さ ぬ き あ わ じ そうろう

と記されている。ここに記された「式目」が「新加制式」で、

三好氏の被官はもとより、僧侶・神官から百 姓にいたる人
ひ か ん そ う り よ しんかん ひやくしよう

々を対象として、主に犯罪と刑罰関係、物権、債権、相続関
はんざい けいばつ ぶつけん さいけん

係の規定を盛り込んだもので、よくまとまったすばらしい法
き て い も こ

令であったようである。

篠原長房が本拠とした上桜城跡
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〔用語の解説〕

◆分国法：戦国大名が領国を支配するために制定した法律。分国
りようごく ほうりつ

支配が進んだ室町時代の中期以降に領国内の武士や領民を規制
むろまち い こ う りようこくない ぶ し き せ い

するために定められるようになった。「大内家壁書」や「今川仮
おおうちけかべがき いまがわか

名目録」、「甲州法度次第」、「長宗我部元親百箇条」などがある。
な も く ろ く こうしゆうはつとしだい ちようそがべもとちかひやつかじよう

◆篠原長房(？～1573)：阿波三好氏の家臣。義賢没後は跡を継い
ぼ つ ご あと つ

だ長治を補佐し、長慶没後は三好三人衆に加勢し、足利義栄を
ながはる ほ さ ながよし しゆう か せ い あしかがよしひで

擁立しての畿内進出に協力したり、フロイスの入京を斡旋した
ようりつ あつせん

りした。しかし天 正元年(1573)、讒言により長治に攻められ居城
てんしよう ざんげん せ きよじよう

の上桜城において討ち死にした。
うえざくらじよう う じ

◆高屋城：大阪府羽曳野市に所在する。竹内街道、東高野街道が
おおさかふ は び き の し しよざい たけうちかいどう ひがしこうやかいどう

交差し、石川の水運を利用した港があった交通の要衝に立地し
ようしよう

ている。戦国期には、畠山高政・安見直政・三好長慶の三勢力
はたけやまたかまさ やすみなおまさ

により、高屋城争奪戦が繰り返され、目まぐるしく城主が入れ
そうだつせん く かえ じようしゆ

替わった。永禄3年(1560)、河内に出 陣した長慶は高屋城・飯盛
えいろく しゆつじん いいもり

城を攻め落とすと河内を直 轄 領化した。こうして、長慶は芥 川
じょう せ ちよつかつりよう あくたがわ

城から飯盛城に移り、義賢を高屋城に入れて河内の支配を委ね
じょう うつ ゆだ

た。しかし、永禄5年(1562)に義賢は和泉久米田の戦いで戦死す
い ず み く め だ

ると、 再 び畠山氏の居城となった。天正3年、最後の城主とな
ふたた

った三好康長が、織田信長に攻められ落城。その後、高屋城は廃城
らくじよう はいじょう

となった。

（学習のポイント）
１ 戦国大名が制定した著名な分国法（家法）を調べてみよう。

２ 「新加制式」はどのようなことが規定されているか。

３ 「新加制式」は篠原長房が起草したとされるが、長房はどの
ような武将であったか調べてみよう。

４ 他の大名の家法と比較して「新加制式」にはどのような特色
が見られるであろうか。

５ 上桜城（吉野川市川島町）は長房の居城であったと伝えられ
るが、一度見学してみよう。
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論争で 城ゆるがせた 法華僧
ろ ん そ う し ろ ほ つ け そ う

勝瑞城主三好長治は、熱心な日蓮宗の信者であった。天
ながはる にちれんしゆう

正3年(1575)、「阿波一国の衆、生まれ子まで日蓮宗になし、
あ わ しゆう

法華経をいただかせ、他宗の寺へ出入るのことゆるされず。」
ほ け き よ う

(『三好別記』)と阿波国の領民を日蓮宗に改宗させるとい
み よ し べ つ き りようみん かいしゆう

う大胆な政策を打ち出した。『三好別記』によると、日蓮宗
だいたん せい さ く

の進出により、阿波の各宗寺院、特に真言宗寺院は旦那を
しん ごんしゆう だん な

とられ、寺院存続の危機に 陥 ってしまっという。そして、
そんぞく き き おちい

真言宗の山伏3,000人が持明院に集まり訴訟をおこしたた
やま ぶし じみよういん そ しよう

め、宗教論争がおこなわれることになった。この論争に備
しゆうきよう

え、日蓮宗側は日蓮宗の本山である大阪府堺市の妙国寺から
お おさかふさかいし み よ う こ く じ

日珖を、真言宗側は高野山から円正を招いた。この宗教論争
にちこう えんしよう まね

に関する唯一の同時代史料である日珖の「己行記」によると、
ゆいいつ こ ぎ よ う き

日蓮宗側の勝利に終わったとされる。しかし、天正5年(1577)

に長治は細川真之のために自害においこまれ、この宗教政策
さねゆき

自体はその後どうなったかは不明である。

本行寺境内に立つ三好長治の墓 戦前の本行寺山門

〔写真は徳島県立文書館蔵〕
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〔用語の解説〕

◆三好長治(1553～1577)：義賢の長男。永禄5年に義賢が和泉久米
よしかた えいろく い ずみ く め

田の戦いで戦死し、家督を継いだ。長治は、勝瑞を拠点に畿内
だ か と く つ きよてん き ない

の三好三人衆を助けて信長に対抗するなど、優れた武将として
たいこ う すぐ ぶしよう

知られる。しかし、元亀元年(1572)に讒言により重臣の篠原長房
げん き ざんげん しのはらながふさ

を攻め滅ぼすなど、自らの政治力を低下させた。天正5年(1577)、
せ せいじりよく

長原(松茂町)の地で自害した。

◆改宗：従来信仰していた宗旨を捨てて、他の宗旨に改めること。
しんこ う しゆうし す

◆日珖(1532～1598)：日蓮宗を代表する安土桃山時代の僧。三好
あづちももやま

氏に寺領の寄進を受け、父である 堺 の豪商油屋の伊達常言の支
じ り よ う き しん さかい ごうしよう だてじ よ う ごん し

援で堺に妙国寺を開いた。織田信長が仕掛けた浄土宗との宗論
えん し か じようどしゆう しゆうろん

である「安土宗論」では浄土宗に敗れている。

◆己行記：永禄4年(1561)から天正13年(1585)の25年間にわたる日

珖直筆の日記。永禄11年(1568)、実休の7周忌に読経したこと
しゆう き ど きよう

や、勝瑞宗論についても記されており、日珖と三好氏との深い関
かか

わりも見える。堺市指定文化財。
ぶん か ざい

（学習のポイント）
１ 宗論とは何かについて調べてみよう。

２ 三好氏が拠点とした堺では日蓮宗が盛んであった事情を調べ
てみよう。

３ 勝瑞の宗論で日蓮宗に挑戦した真言宗側の動きについて詳し
く調べてみよう。

４ 「己行記」には宗論についてどのように書かれているのか、
調べてみよう。

５ 日珖を堺に送り返した篠原自遁とはどのような武将であった
のか、調べてみよう。
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わが町の 歩を刻む 板碑群
ま ち あゆみ き ざ い た び ぐ ん

板碑とは、五輪塔を簡略化した供養塔のことで、石製の
ご り ん と う かんりやくか く よ う と う

卒塔婆である。鎌倉時代から室町時代前期に多く建てられ、
そ と ば かま くら むろまち

天正期には姿を消す。板碑の分布は主に関東に見られるが、
てんしよう すがた ぶ ん ぷ

徳島県も板碑文化圏の一つであった。阿波の板碑は、山形に
ぶ ん か け ん あ わ

整形された頭部とその下に刻まれた2条の横線が特徴である。
とくちよう

さらに、塔身部には、仏像や種子などの標識、造立者名、造
ぶつぞう ひようしき ぞうりゅうしゃ

立趣旨、紀年銘などが刻まれており、これらを囲む枠線が見
し ゆ し めい わくせん

られるものが一般的である。こうした要素を備えた板碑を
いつぱんてき よ う そ そな

「阿波型板碑」といい、県内に1500基～2000基残存するとい
あ わ が た い た び き ざんそん

われている。藍住町内には現在7基確認されており、最も古い
げんざい かくにん

もので南北朝期と推定される。藍住町内で確認された板碑の数
なんぼくちよう すいてい

は、中世阿波の中心地にしてはあまりにも少ない。徳島城下町
と く し まじようかまち

が建設される際、勝瑞の寺院が移転された。そのときに移され
けんせつ さい い て ん うつ

たとされる板碑が現在も徳島市寺町の還国寺に存在する。こう
げ ん こ く じ そんざい

した例がもしかすると他にもあるのかもしれない。

阿弥陀橋の板碑 矢上字春日にある板碑
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〔用語の解説〕

◆還国寺：勝瑞に法然の弟子聴 願が開基したとされる。三好氏か
ほうねん ちようがん

らは14貫文と1町7反の寺領を得ていた。承応元年(1652)に徳島
じようおう

藩3代藩主蜂須賀光隆は、関東から笑誉を招いて現地に再建した。
はちすかみつたか しようよ

そして、徳川将軍家の位牌を下賜されたため、将軍家の廟所を
か し びようしよ

境内に営んだ。そのため、3石の寺領を与えられ、2200坪の境内

をもつ格式の高い寺であった。

◆町内の板碑：町内でよく知られているのは勝瑞の千間堀に架か
せんげんぼり

る阿弥陀橋の袂にある板碑で、阿弥陀如来をあらわす梵字「キ
あ み だ たもと あ み だ に よ ら い ぼ ん じ

リーク」とその下に南無阿弥陀仏の文字が刻まれている。また、
な む あ み だ ぶ つ きざ

最近の阿波学会の調査で住吉の福成寺境内にある地蔵堂内部か
ふくじようじけいだい じ ぞ う ど う

ら2基の板碑が発見されたことも注目されている。

◆阿波型板碑の特色：阿波型板碑は関東などの大型のものと比べ
くら

て小型で、その多くは阿弥陀板碑となっている。秋の彼岸など
ひ が ん

のときに永久保存用の卒塔婆として建てられたものと考えられ、

その材質は阿波特産の緑泥片岩(青石)を用いるのが普通で、砂
ざいしつ りよくでいへんがん ふ つ う

岩などのものは稀である。
まれ

（学習のポイント）
１ 板碑とは何のために造られた石碑だろうか。

２ 阿波型板碑の特色について、関東や九州板碑と比較しながら
考えてみよう。

３ 南北朝内乱期の研究にとって、阿波型板碑は重要な遺物とさ
れるのは何故だろうか。

４ 藍住町内に残る板碑を実際に見てみよう。

５ 徳島県内の板碑の分布を調べてみよう。
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藍住歴史かるたの運び方

１ 競技の心がけ

このかるたは、楽しく競技をしながら、藍住町の歴史を学

び、郷土愛を深めるようにと願ってつくったものです。礼儀

正しく、きまりを守って楽しくあそびましょう。

２ 競技の方法

このかるたは、絵札を取り札としますが、家庭や親しいお

友達と競技する場合、反対に字札を取り札とするなど、いろ

いろ工夫してください。また、読み手が1人に取り手が3人で

も5人でもよいのです。競技の場合は字札を読み、絵札を取

り札とし、次のとおりとします。

(1) 団体競技(3人が1組となり、2組で勝負します。)

(2) 個人競技(1人対1人で勝負します。)

３ 競技の係

(1) 進行係(1名)…かるた会全体をすすめていきますが、

人数が少ないときは、読み手がかわることもできます。

(2) 読み手(1名)…読み札を読みます。

(3) 審判係(各試合に1名)…競技を公平に見守ります。

４ 競技の準備

(1) 団体競技の場合は、3人が一列になり、敵味方が向か

い合ってならびます。この陣の巾は約2ｍ、この巾の中

に適当な間隔をおいて座ります。個人競技の場合も陣の

巾は同じです。

(2) 進行係の合図で、真ん中に座っている者が代表となっ
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て、ジャンケンをし、勝った者がかるたの札をよくきっ

て、22枚ずつに分けて前におき、ジャンケンに負けた者

が先にどちらかを取ります。

(3) 札のならべ方…自分たちの前に2列に並べます。敵と

味方の間は3㎝はなし、選手のひざがしらと札との間は

15㎝以上あけます。

(4) 札の並べはじめから、5分間を記憶する時間にあてま

す。

５ 競技の開始

(1) 記憶時間が終わると、進行係の合図でおたがいに札を

交します。

(2) まず、読み手が空札を2回読みます。空札は、やく札

のなかの○せとします。空札を2回読むのは予令となり、3

回目に読む札から取るのですが、その後は、いま取った

札を予令として、もう一度くり返して読み、最後まで続

けます。

(3) 競技中は勝手に札の位置を変えてはいけません。札の

あいたところができて、札の位置を変える時は、相手の

了解を得てから変えます。取り札が最後の2枚になった

ら、どちらの札が残っても横に30㎝はなしてならべ、各

組のまん中の1名が代表してこの札を争い、1枚取った者

が残りの1枚も取ります。この場合、予令として空札を2

回読みます。

６ 採点

(1) 得点は1枚1点とし、やく札のうち、空札として使われ

た○せ （「蝉の声 聞きつつ土用の 藍こなし」）だけを3点
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として採点します。

(2) 同点の場合は、やく札を取った方を勝ちとします。

(3) 競技が終わったら、取った札を自分たちの前にならべ、

まん中の者が審判係に報告します。

(4) 報告をうけた審判係は、両方の取った札をしらべ、勝

敗を決めます。

７ 競技上の注意

(1) 札を取る時は片手でおさえるか、はじくかします。決

して両手を使ったり、札の上にかぶさってはいけません。

使わない手は、ひざから前に出さないで、札が読まれる

までは、両手をひざの上におくか、ひざの前につけてお

きます。

(2) お手つき…自分の陣でも、敵の陣でも読まれた札のな

い方をついたら、「お手つき」として、取った札の中か

ら1枚を敵にわたします。団体競技で2人ないし3人が同

時に同じ札に「お手つき」しても敵にわたす札は1枚で

す。

(3) あいこ…同じ札に両方の手が重なったら「あいこ」と

いって、下の者が取ります。同時で判定できない場合は、

持ち札の者にゆずりますが、それは審判係が決めます。

(4) 相手に不満があっても直接言い争ったりしないで、審

判係を通じて堂々と意見をのべましょう。

(5) 競技のはじめと終わりには、お互いに礼を交わしまし

ょう。
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かるた絵札担当者（敬称略・50音順）

青木茂信・犬伏美智子・越久高照・賀治俊也・富岡晴恵

原田明實・原田史郎・平野治平・細川真理子・宮本武文

三好初子

解説書作成等における協力者、協力機関（敬称略・50音順）

胡田俊一・木村憲通・渋谷雅子・鈴木和子・中山和子

永田啓子・新居房子・原田弘也・正木寿枝・正木博之

三好昭一郎・村田忠照

愛染院・見性寺・堺市文化財課・堺市立堺市博物館

正法寺・徳島県立文書館・徳島市教育委員会

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所

米沢市上杉博物館・妙国寺
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